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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のワイヤレストランシーバデバイスにおいて、
　第２のワイヤレストランシーバデバイスに精密タイミング測定要求メッセージを送信す
ること、前記精密タイミング測定要求メッセージが、前記第２のワイヤレストランシーバ
デバイスにおける前記精密タイミング測定要求メッセージの受信に応答して、前記第２の
ワイヤレストランシーバからの送信が要求される精密タイミング測定メッセージのバース
ト中での複数の精密タイミング測定メッセージの送信のためのタイミングの態様の１つま
たは複数を指定する少なくとも１つのフィールドを備え、ここにおいて、前記少なくとも
１つのフィールドのうちのフィールドは、前記タイミングの態様の１つとしての、精密タ
イミング測定メッセージの前記バースト中での前記複数の精密タイミング測定メッセージ
の連続する精密タイミング測定メッセージの送信間の最小持続時間を指定する、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのフィールドが、前記複数の精密タイミング測定メッセージのうち
の最初の精密タイミング測定メッセージの送信のための時間オフセットを指定する、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのフィールドが、前記精密タイミング測定要求メッセージに応答し
た前記第２のワイヤレストランシーバデバイスからの前記複数の精密タイミング測定メッ
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セージの送信のための周波数チャネルを指定し、ここにおいて、前記少なくとも１つのフ
ィールドのうちの前記フィールドの中に指定される送信のための前記周波数チャネルが、
前記精密タイミング測定要求メッセージを送信するために使用される周波数チャネルとは
異なる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記精密タイミング測定要求メッセージが、複数のビットを定義するトリガフィールド
をさらに備え、前記ビットのうちの少なくとも１つが、前記トリガフィールド以外の少な
くとも１つのフィールド中の値が有効であるまたは容認されるのかどうかを示し、および
、
　前記ビットのうちの前記少なくとも１つが、前記複数の精密タイミング測定メッセージ
のうちの最初の精密タイミング測定メッセージの送信のための時間オフセットを指定する
前記少なくとも１つのフィールド中の値が有効であるまたは容認されるのかどうかを示す
ビットを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのフィールドが、前記精密タイミング測定要求メッセージに応答し
て送信が要求される精密タイミング測定メッセージをブロードキャストすべきデータレー
トを指定する、または、
　前記少なくとも１つのフィールドが、前記第１のワイヤレストランシーバデバイスがオ
フチャネルまたはスリープに移行することが許可され得る持続時間を指定する、または、
　前記少なくとも１つのフィールドが、精密タイミング測定メッセージの前記バースト中
での送信のための精密タイミング測定メッセージの要求数を指定する、または、
　前記少なくとも１つのフィールドが、前記精密タイミング測定要求メッセージに応答し
て前記第２のワイヤレストランシーバデバイスからの送信が要求される精密タイミング測
定メッセージの連続バースト数を指定し、精密タイミング測定メッセージの各連続バース
トが、複数の精密タイミング測定メッセージを備え、および、前記少なくとも１つのフィ
ールドのうちのフィールドが、精密タイミング測定メッセージの前記連続バーストの最初
の精密タイミング測定メッセージ間の要求時間期間を指定する、または、
　前記精密タイミング測定要求メッセージが、複数のビットを定義するトリガフィールド
をさらに備え、前記ビットのうちの少なくとも１つが、前記精密タイミング測定要求メッ
セージの少なくとも１つの他のフィールド中の値が有効であるまたは容認されるのかどう
かを示し、ここにおいて、前記ビットのうちの前記少なくとも１つが、精密タイミング測
定メッセージのバースト中での送信のための精密タイミング測定メッセージの数を指定す
るフィールド中の値が有効であるまたは容認されるのかどうかを示すビットを備える、ま
たは、
　前記精密タイミング測定要求メッセージが、複数のビットを定義するトリガフィールド
をさらに備え、前記ビットのうちの少なくとも１つが、前記精密タイミング測定要求メッ
セージの少なくとも１つの他のフィールド中の値が有効であるまたは容認されるのかどう
かを示し、ここにおいて、前記ビットのうちの前記少なくとも１つが、前記要求時間期間
を指定する前記フィールド中の値が有効であるまたは容認されるのかどうかを示すビット
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記第１のワイヤレストラン
シーバデバイスにおける前記精密タイミング測定要求メッセージの送信と前記第１のワイ
ヤレストランシーバデバイスにおける精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フレー
ムの受信との間の最大時間を指定し、前記精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フ
レームが、前記精密タイミング測定要求メッセージの受信に応答して前記第２のワイヤレ
ストランシーバデバイスによって送信されることが予想され、および、
　前記精密タイミング測定要求メッセージが、複数のビットを定義するトリガフィールド
をさらに備え、前記ビットのうちの少なくとも１つが、前記精密タイミング測定要求メッ
セージの少なくとも１つの他のフィールド中の値が有効であるまたは容認されるのかどう
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かを示し、ここにおいて、前記ビットのうちの前記少なくとも１つが、前記精密タイミン
グ測定要求メッセージの送信と前記精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答メッセー
ジの受信との間の最大時間を指定する前記少なくとも１つのフィールド中の値が有効であ
るまたは容認されるのかどうかを示すビットを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記精密タイミング測定要求
メッセージに応答して前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによって送信されるべ
き精密タイミング測定メッセージのバースト数を指定する、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記精密タイミング測定要求メッセージが、前記第１のワイヤレストランシーバデバイ
スにおいて以前に計算されたラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）または距離を指定する少な
くとも１つのフィールドをさらに備え、前記ＲＴＴまたは距離が、前記第１のワイヤレス
トランシーバデバイスと前記第２のワイヤレストランシーバデバイスとの間でのメッセー
ジの以前の交換に、少なくとも部分的に、基づいて計算される、または、
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記第２のワイヤレストラン
シーバデバイスから受信された精密タイミング測定メッセージに基づいてタイムスタンプ
またはタイムスタンプから導出された精密タイミング測定値を共有する前記第１のワイヤ
レストランシーバデバイスの意思を示す、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記精密タイミング測定要求メッセージの受信に応答して前記第２のワイヤレストラン
シーバデバイスによって送信された精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答メッセー
ジを受信すること、前記精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答メッセージが、前記
第２のワイヤレストランシーバデバイスのロケーションにおいて測定された気圧を示す少
なくとも１つのフィールドを備え、および、
　前記精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答メッセージ中の前記少なくとも１つの
フィールドが、圧力分解能部分を指定する所定の数のビットと、圧力部分を指定する所定
の数のビットと、整数部分を指定する所定の数のビットとを備える、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２のワイヤレストランシーバデバイスにおける前記精密タイミング測定要求メッ
セージの到着時間を指定する第１のフィールドと、前記第２のワイヤレストランシーバデ
バイスからの精密タイミング測定メッセージの出発時間を指定する第２のフィールドとを
少なくとも備える、前記精密タイミング測定要求メッセージの受信に応答して前記第２の
ワイヤレストランシーバデバイスによって送信された前記精密タイミング測定メッセージ
を受信すること、
　ここにおいて、前記第１のフィールドと前記第２のフィールドとの中に指定された値が
固定ビット長値として表され、
　ここにおいて、前記精密タイミング測定メッセージが、前記第１のフィールドまたは前
記第２のフィールドのいずれかの中に指定された値が、以前に送信された精密タイミング
測定メッセージ中の対応する値と不連続であることを示す少なくとも１つのフィールドを
さらに備え、および、
　前記第１のフィールドと前記第２のフィールドとの中の前記値が、固定ビットカウンタ
に従って決定され、ここにおいて、前記カウンタが最大値を超えており、最小値において
カウントを開始する場合、前記第１のフィールドまたは前記第２のフィールドの中に指定
された値は不連続であるものとして示される、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　第１のワイヤレストランシーバデバイスであって、
　第２のワイヤレストランシーバデバイスに精密タイミング測定要求メッセージを送信す
るための手段と、前記精密タイミング測定要求メッセージが、前記第２のワイヤレストラ
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ンシーバデバイスにおける前記精密タイミング測定要求メッセージの受信に応答して、前
記第２のワイヤレストランシーバからの送信が要求される精密タイミング測定メッセージ
のバースト中での複数の精密タイミング測定メッセージの送信のためのタイミングの態様
の１つまたは複数を指定する少なくとも１つのフィールドを備え、ここにおいて、前記少
なくとも１つのフィールドのうちのフィールドは、前記タイミングの態様の１つとしての
、精密タイミング測定メッセージの前記バースト中での前記複数の精密タイミング測定メ
ッセージの連続する精密タイミング測定メッセージの送信間の最小持続時間を指定する、
　前記第２のトランシーバデバイスから、前記少なくとも１つのフィールドに、少なくと
も部分的に、基づいて送信される１つまたは複数の精密タイミング測定要求メッセージを
受信するための手段と
　を備える第１のワイヤレストランシーバデバイス。
【請求項１２】
　第１のワイヤレストランシーバデバイスにおいて、
　第２のワイヤレストランシーバデバイスから精密タイミング測定要求メッセージを受信
することと、前記精密タイミング測定要求メッセージが、送信が要求される精密タイミン
グ測定メッセージのバースト中での複数の精密タイミング測定メッセージの送信のための
タイミングの態様の１つまたは複数を指定する少なくとも１つのフィールドを備える、
　前記精密タイミング測定要求メッセージの受信に応答して、前記少なくとも１つのフィ
ールドに、少なくとも部分的に、基づいて前記第２のワイヤレストランシーバデバイスに
精密タイミング測定メッセージの１つまたは複数のバーストを送信することと、ここにお
いて、精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストを送信することは
、前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドに、少なくとも部分的に、基づい
て、前記タイミングの態様の１つとしての、前記バースト中での連続する精密タイミング
測定メッセージの送信間の最小持続時間を維持することをさらに備える、
　を備える方法。
【請求項１３】
　精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストを送信することが、前
記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドに、少なくとも部分的に、基づいてあ
る時間オフセットで前記複数の精密タイミング測定メッセージのうちの最初の精密タイミ
ング測定メッセージを送信することをさらに備える、または、
　精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストを送信することが、前
記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドに、少なくとも部分的に、基づいてあ
るデータレートで精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストをブロ
ードキャストすることをさらに備える、または、
　精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストを送信することが、前
記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドに、少なくとも部分的に、基づいて前
記バースト中での送信のための精密タイミング測定メッセージの数を送信することをさら
に備える、または、
　精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストを送信することが、前
記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドに、少なくとも部分的に、基づいて精
密タイミング測定メッセージの連続バースト数を送信することをさらに備える、または、
　精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストを送信することが、前
記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドに、少なくとも部分的に、基づいて連
続するバーストの最初の精密タイミング測定メッセージ間の時間期間を維持しながら精密
タイミング測定メッセージの連続バーストを送信することをさらに備える、または、
　精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストを送信することが、前
記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドに、少なくとも部分的に、基づいて精
密タイミング測定メッセージのバースト数を送信することをさらに備える、請求項１２に
記載の方法。
【請求項１４】
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　物品であって、
　請求項１乃至１０または１３の方法を実行するために第１のワイヤレストランシーバデ
バイスの専用コンピューティング装置によって実行可能である、記憶された機械可読命令
を備える非一時的記憶媒体
　を備える、物品。
【請求項１５】
　第１のワイヤレストランシーバデバイスであって、
　第２のワイヤレストランシーバデバイスから精密タイミング測定要求メッセージを受信
するための手段と、前記精密タイミング測定要求メッセージが、送信が要求される精密タ
イミング測定メッセージのバースト中での複数の精密タイミング測定メッセージの送信の
ためのタイミングの態様の１つまたは複数を指定する少なくとも１つのフィールドを備え
る、
　前記少なくとも１つのフィールドに、少なくとも部分的に、基づいて前記精密タイミン
グ測定要求メッセージの受信に応答して、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスに
精密タイミング測定メッセージの１つまたは複数のバーストを送信するための手段と、こ
こにおいて、精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストを送信する
ことが、前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドに、少なくとも部分的に、
基づいて、前記タイミングの態様の１つとしての、前記バースト中での連続する精密タイ
ミング測定メッセージの送信間の最小持続時間を維持することをさらに備える、
　を備える第１のワイヤレストランシーバデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願
　本ＰＣＴ出願は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる、「Ｍｅｔｈｏｄｓ　
ａｎｄ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　ｆｏｒ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｒｏｕｎｄ　Ｔｒｉｐ　Ｔｉｍｅ
（ＲＴＴ）Ｅｘｃｈａｎｇｅ」と題する、２０１３年５月３０日に出願された米国仮特許
出願第６１／８２９，２０４号、「Ｍｅｔｈｏｄｓ　ａｎｄ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　ｆｏｒ　
Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｒｏｕｎｄ　Ｔｒｉｐ　Ｔｉｍｅ（ＲＴＴ）Ｅｘｃｈａｎｇｅ」と題
する、２０１３年７月１５日に出願された米国仮特許出願第６１／８４６，５２３号、「
Ｍｅｔｈｏｄｓ　ａｎｄ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　ｆｏｒ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｒｏｕｎｄ　Ｔ
ｒｉｐ　Ｔｉｍｅ（ＲＴＴ）Ｅｘｃｈａｎｇｅ」と題する、２０１３年７月２８日に出願
された米国仮特許出願第６１／８５９，２７５号、「Ｍｅｔｈｏｄｓ　ａｎｄ　Ｓｙｓｔ
ｅｍｓ　ｆｏｒ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｒｏｕｎｄ　Ｔｒｉｐ　Ｔｉｍｅ（ＲＴＴ）Ｅｘｃ
ｈａｎｇｅ」と題する、２０１３年８月１９日に出願された米国仮特許出願第６１／８６
７，５９３号、「Ｍｅｔｈｏｄｓ　ａｎｄ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　ｆｏｒ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ
　Ｒｏｕｎｄ　Ｔｒｉｐ　Ｔｉｍｅ（ＲＴＴ）Ｅｘｃｈａｎｇｅ」と題する、２０１３年
１１月４日に出願された米国仮特許出願第６１／８９９，７９６号、および「Ｍｅｔｈｏ
ｄｓ　ａｎｄ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　ｆｏｒ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｒｏｕｎｄ　Ｔｒｉｐ　Ｔ
ｉｍｅ（ＲＴＴ）Ｅｘｃｈａｎｇｅ」と題する、２０１４年２月７日に出願された米国仮
特許出願第６１／９３７，４３５号に関する。本ＰＣＴ出願はまた、やはりその全体が参
照により本明細書に組み込まれる、「Ｍｅｔｈｏｄｓ　ａｎｄ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　ｆｏｒ
　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｒｏｕｎｄ　Ｔｒｉｐ　Ｔｉｍｅ（ＲＴＴ）」と題する、２０１４
年５月２２日に出願された米国非仮特許出願第１４／２８５，５８４号に関する。
簡単な説明
　[0001]　本明細書で説明する実施形態は、モバイル送信機から捕捉された信号の測定値
を取得することを対象とする。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]　全地球測位システム（ＧＰＳ：global positioning system）などの衛星測位
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システム（ＳＰＳ：satellite positioning system）は、屋外環境におけるモバイルハン
ドセットのナビゲーションサービスを可能にした。同様に、屋内環境においてモバイルデ
バイスの位置の推定値を取得するための特定の技法は、宅内ベニュー、政府ベニューまた
は商業ベニューなど特定の屋内ベニュー（indoor venue）で拡張ロケーションベースサー
ビスを使用可能にし得る。たとえば、モバイルデバイスと固定ロケーションに位置するト
ランシーバとの間の距離（range）は、第１のデバイスから第２のデバイスへの第１のメ
ッセージの送信と、第１のメッセージに応答して送信された、第１のデバイスにおける第
２のメッセージの受信との間で測定されたラウンドトリップ時間（ＲＴＴ：round trip t
ime）の測定値に少なくとも部分的に基づいて測定され得る。
【０００３】
　[0003]　以下の図面を参照して、非限定的および非網羅的な態様が説明される。特に指
定のない限り、様々な図面を通じて、同様の参照番号は同様の部分を指す。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１】[0004]　一実装形態による、モバイルデバイスを含んでいるシステムのいくつか
の特徴を示すシステム図。
【図２】[0005]　一実施形態による、ワイヤレス局（ＳＴＡ）間のメッセージフローを示
す図。
【図３】[0006]　一実施形態による、ワイヤレスＳＴＡ間のメッセージフローにおけるメ
ッセージバーストに関するタイミングの少なくとも１つの態様を示す図。
【図４Ａ】[0007]　一実施形態による、精密タイミング測定要求フレームまたはメッセー
ジ中のフィールドを示す図。
【図４Ｂ】[0008]　代替実施形態による、受信ＳＴＡによって送信される例示的な精密タ
イミング測定要求メッセージのフィールドを示す図。
【図５Ａ】[0009]　一実施形態による、精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フレ
ーム中のフィールドを示す図。
【図５Ｂ】[00010]　一実施形態による、ワイヤレスＳＴＡによって精密タイミング測定
要求フレームと精密タイミング測定フレームとを交換するためのプロセスの流れ図。
【図５Ｃ】一実施形態による、ワイヤレスＳＴＡによって精密タイミング測定要求フレー
ムと精密タイミング測定フレームとを交換するためのプロセスの流れ図。
【図５Ｄ】一実施形態による、ワイヤレスＳＴＡによって精密タイミング測定要求フレー
ムと精密タイミング測定フレームとを交換するためのプロセスの流れ図。
【図５Ｅ】一実施形態による、ワイヤレスＳＴＡによって精密タイミング測定要求フレー
ムと精密タイミング測定フレームとを交換するためのプロセスの流れ図。
【図６Ａ】[00011]　別の代替実施形態による、ワイヤレスＳＴＡ間のメッセージフロー
を示す図。
【図６Ｂ】[00012]　一実施形態による、ワイヤレスＳＴＡによって精密タイミング測定
要求フレームと精密タイミング測定フレームとを交換するためのプロセスの流れ図。
【図６Ｃ】一実施形態による、ワイヤレスＳＴＡによって精密タイミング測定要求フレー
ムと精密タイミング測定フレームとを交換するためのプロセスの流れ図。
【図６Ｄ】[00013]　一実施形態による、ワイヤレスＳＴＡによって精密タイミング測定
要求フレームと精密タイミング測定フレームとを交換するためのプロセスの流れ図。
【図６Ｅ】一実施形態による、ワイヤレスＳＴＡによって精密タイミング測定要求フレー
ムと精密タイミング測定フレームとを交換するためのプロセスの流れ図。
【図６Ｆ】[00014]　一実施形態による、ワイヤレスＳＴＡによって精密タイミング測定
要求フレームと精密タイミング測定フレームとを交換するためのプロセスの流れ図。
【図６Ｇ】一実施形態による、ワイヤレスＳＴＡによって精密タイミング測定要求フレー
ムと精密タイミング測定フレームとを交換するためのプロセスの流れ図。
【図６Ｈ】[00015]　一実施形態による、ワイヤレスＳＴＡによって精密タイミング測定
要求フレームと精密タイミング測定フレームとを交換するためのプロセスの流れ図。
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【図６Ｉ】一実施形態による、ワイヤレスＳＴＡによって精密タイミング測定要求フレー
ムと精密タイミング測定フレームとを交換するためのプロセスの流れ図。
【図６Ｊ】[00016]　一実施形態による、ワイヤレスＳＴＡによって精密タイミング測定
要求フレームと精密タイミング測定フレームとを交換するためのプロセスの流れ図。
【図６Ｋ】一実施形態による、ワイヤレスＳＴＡによって精密タイミング測定要求フレー
ムと精密タイミング測定フレームとを交換するためのプロセスの流れ図。
【図６Ｌ】[00017]　一実施形態による、ワイヤレスＳＴＡによって精密タイミング測定
要求フレームと精密タイミング測定フレームとを交換するためのプロセスの流れ図。
【図６Ｍ】一実施形態による、ワイヤレスＳＴＡによって精密タイミング測定要求フレー
ムと精密タイミング測定フレームとを交換するためのプロセスの流れ図。
【図７Ａ】[00018]　一実施形態による、ハイブリッド精密タイミング測定要求メッセー
ジ肯定応答フレーム中のフィールドを示す図。
【図７Ｂ】[00019]　別の代替実施形態による、ワイヤレスＳＴＡ間のメッセージフロー
を示す図。
【図８】[00020]　別の代替実施形態による、ワイヤレスＳＴＡ間のメッセージフローを
示す図。
【図９Ａ】[00021]　一実施形態による、精密タイミングラウンドトリップ時間（ＲＴＴ
）フィードバックフレームのフィールドを示す図。
【図９Ｂ】[00022]　一実施形態による、ＲＴＴ測定値を交換するためのプロセスの流れ
図。
【図９Ｃ】一実施形態による、ＲＴＴ測定値を交換するためのプロセスの流れ図。
【図９Ｄ】[00023]　代替実施形態による、ＲＴＴ測定値の交換のための流れ図。
【図９Ｅ】代替実施形態による、ＲＴＴ測定値の交換のための流れ図。
【図１０Ａ】[00024]　別の代替実施形態による、ワイヤレスＳＴＡ間のメッセージフロ
ーを示す図。
【図１０Ｂ】[00025]　代替実施形態による、精密タイミング測定要求フレーム中のフィ
ールドを示す図。
【図１０Ｃ】[00026]　一実施形態による、精密タイミング測定要求フレーム中のトリガ
フィールド中の値の定義を示す図。
【図１０Ｄ】[00027]　一実施形態による、精密タイミング測定要求フレーム中のトリガ
フィールド中の値の定義を示す図。
【図１０Ｅ】[00028]　代替実施形態による、ハイブリッド精密タイミング測定肯定応答
フレーム中のフィールドを示す図。
【図１０Ｆ】代替実施形態による、ハイブリッド精密タイミング測定肯定応答フレーム中
のフィールドを示す図。
【図１０Ｇ】代替実施形態による、ハイブリッド精密タイミング測定肯定応答フレーム中
のフィールドを示す図。
【図１０Ｈ】[00029]　別の代替実施形態による、ワイヤレスＳＴＡ間のメッセージフロ
ーを示す図。
【図１０Ｉ】[00030]　代替実施形態による、メッセージフローを示す図。
【図１０Ｊ】[00031]　代替実施形態による、精密タイミング測定要求メッセージのフィ
ールドを示す図。
【図１０Ｋ】[00032]　代替実施形態による、トリガフィールドの定義を示す図。
【図１０Ｌ】[00033]　一実施形態による、ハイブリッド精密タイミング測定要求メッセ
ージ肯定応答フレームのフィールドを示す図。
【図１０Ｍ】[00034]　一実施形態による、精密タイミング測定要求メッセージのフィー
ルドを示す図。
【図１０Ｎ】[00035]　一代替実施形態による、メッセージフローを示す図。
【図１０Ｏ】[00036]　一実施形態による、精密タイミング測定要求メッセージのフィー
ルドを示す図。



(8) JP 6437533 B2 2018.12.12

10

20

30

40

50

【図１０Ｐ】[00037]　一実施形態による、精密タイミング測定要求メッセージのフィー
ルドを示す図。
【図１０Ｑ】[00038]　一実施形態による、ワイヤレスＳＴＡによって精密タイミング測
定要求フレームと精密タイミング測定肯定応答フレームとを交換するためのプロセスの流
れ図。
【図１０Ｒ】一実施形態による、ワイヤレスＳＴＡによって精密タイミング測定要求フレ
ームと精密タイミング測定肯定応答フレームとを交換するためのプロセスの流れ図。
【図１０Ｓ】[00039]　一実施形態による、精密タイミング測定要求メッセージ中のＦＴ
Ｍパラメータを構成するフィールドを示す図。
【図１０Ｔ】[00040]　一実施形態による、精密タイミング測定応答フレームを構成する
フィールドを示す図。
【図１０Ｕ】[00041]　代替実施形態による、精密タイミング測定応答フレームを構成す
るフィールドを示す図。
【図１０Ｖ】[00042]　一実施形態による、精密タイミング測定メッセージを構成するフ
ィールドの少なくともサブセットを示す図。
【図１１】[00043]　一実装形態による、例示的なデバイスを示す概略ブロック図。
【図１２】[00044]　一実装形態による、例示的なコンピューティングシステムの概略ブ
ロック図。
【図１３】[00045]　一実施形態による、タイムスタンプを共有する意思を指定するため
のフィールドを含む精密タイミング測定要求メッセージのフィールドを示す図。
【図１４】[00046]　一実施形態に一致した精密タイミング測定チャネル間隔を指定する
ための１つのフィールドを含む精密タイミング測定要求メッセージのフィールドを示す図
。
【図１５Ａ】[00047]　一実施形態に一致した精密タイミング測定チャネル間隔の値を符
号化する実装形態を示す図。
【図１５Ｂ】一実施形態に一致した精密タイミング測定チャネル間隔の値を符号化する実
装形態を示す図。
【図１６】[00048]　精密タイミング測定要求メッセージに応答した複数のタイムスタン
プの作成を示すメッセージフロー図。
【図１７】[00049]　一実施形態による、精密タイミング要求メッセージ肯定応答のフィ
ールドを示す図。
【図１８】[00050]　一実施形態による、精密タイミング測定要求メッセージの圧力フィ
ールド（pressure field）中に与えられるべき値のための例示的なフォーマットを示す図
。
【図１９】[00051]　代替実施形態による、精密タイミング測定メッセージのためのフィ
ールドを示す図。
【図２０】[00052]　一実施形態による、所望の構成を広告するために第１のＳＴＡから
第２のＳＴＡへのフレームまたはメッセージ中に実装され得るフィールドのためのフォー
マットを示す図。
【発明の概要】
【０００５】
　[00053]　手短に言えば、特定の実装形態は、第１のワイヤレストランシーバデバイス
において、第２のワイヤレストランシーバデバイスに精密タイミング測定要求メッセージ
（fine timing measurement request message）を送信すること、精密タイミング測定要
求メッセージが、第２のワイヤレストランシーバデバイスにおける精密タイミング測定要
求メッセージの受信に応答した第２のワイヤレストランシーバからの送信のために要求さ
れる精密タイミング測定メッセージのバースト中での複数の精密タイミング測定メッセー
ジの送信のための１つまたは複数の態様を指定する少なくとも１つのフィールドを備える
、を備える方法を対象とする。
【０００６】



(9) JP 6437533 B2 2018.12.12

10

20

30

40

50

　[00054]　別の特定の実装形態は、第１のワイヤレストランシーバデバイスであって、
ワイヤレス通信ネットワークにメッセージを送信し、ワイヤレス通信ネットワークからメ
ッセージを受信するためのトランシーバと、第２のワイヤレストランシーバデバイスにト
ランシーバを通して精密タイミング測定要求メッセージの送信を開始すること、精密タイ
ミング測定要求メッセージが、第２のワイヤレストランシーバデバイスにおける精密タイ
ミング測定要求メッセージの受信に応答した第２のワイヤレストランシーバからの送信の
ために要求される精密タイミング測定メッセージのバースト中での複数の精密タイミング
測定メッセージの送信のための１つまたは複数の態様を指定する少なくとも１つのフィー
ルドを備える、を行うための１つまたは複数のプロセッサとを備える第１のワイヤレスト
ランシーバデバイスを対象とする。
【０００７】
　[00055]　別の特定の実装形態は、第２のワイヤレストランシーバデバイスに精密タイ
ミング測定要求メッセージの送信を開始すること、精密タイミング測定要求メッセージが
、第２のワイヤレストランシーバデバイスにおける精密タイミング測定要求メッセージの
受信に応答した第２のワイヤレストランシーバからの送信のために要求される精密タイミ
ング測定メッセージのバースト中での複数の精密タイミング測定メッセージの送信のため
の１つまたは複数の態様を指定する少なくとも１つのフィールドを備える、を行うために
第１のワイヤレストランシーバデバイスの専用コンピューティング装置によって実行可能
である、記憶された機械可読命令を備える非一時的記憶媒体（non-transitory storage m
edium）を備える、物品（article）を対象とする。
【０００８】
　[00056]　別の特定の実装形態は、第１のワイヤレストランシーバデバイスであって、
第２のワイヤレストランシーバデバイスに精密タイミング測定要求メッセージを送信する
ための手段と、精密タイミング測定要求メッセージが、第２のワイヤレストランシーバデ
バイスにおける精密タイミング測定要求メッセージの受信に応答した第２のワイヤレスト
ランシーバからの送信のために要求される精密タイミング測定メッセージのバースト中で
の複数の精密タイミング測定メッセージの送信のための１つまたは複数の態様を指定する
少なくとも１つのフィールドを備える、第２のトランシーバデバイスから、少なくとも１
つのフィールドに少なくとも部分的に基づいて送信される１つまたは複数の精密タイミン
グ測定要求フレームを受信するための手段とを備える第１のワイヤレストランシーバデバ
イスを対象とする。
【０００９】
　[00057]　別の特定の実装形態は、第１のワイヤレストランシーバデバイスにおいて、
第２のワイヤレストランシーバデバイスから精密タイミング測定要求メッセージを受信す
ることと、精密タイミング測定要求メッセージが、送信のために要求される精密タイミン
グ測定メッセージのバースト中での複数の精密タイミング測定メッセージの送信のための
１つまたは複数の態様を指定する少なくとも１つのフィールドを備える、精密タイミング
測定要求メッセージの受信に応答して、少なくとも１つのフィールドに少なくとも部分的
に基づいて第２のワイヤレストランシーバデバイスに精密タイミング測定メッセージの１
つまたは複数のバーストを送信することとを備える方法を対象とする。
【００１０】
　[00058]　別の特定の実装形態は、第１のワイヤレストランシーバデバイスであって、
ワイヤレス通信ネットワークにメッセージを送信し、ワイヤレス通信ネットワークからメ
ッセージを受信するためのトランシーバと、第２のワイヤレストランシーバデバイスから
トランシーバにおいて受信された精密タイミング測定要求メッセージを取得することと、
精密タイミング測定要求メッセージが、送信のために要求される精密タイミング測定メッ
セージのバースト中での複数の精密タイミング測定メッセージの送信のための１つまたは
複数の態様を指定する少なくとも１つのフィールドを備える、精密タイミング測定要求メ
ッセージの受信に応答して、少なくとも１つのフィールドに少なくとも部分的に基づいて
第２のワイヤレストランシーバデバイスにトランシーバを通して精密タイミング測定メッ
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セージの１つまたは複数のバーストの送信を開始することとを行うための１つまたは複数
のプロセッサとを備える第１のワイヤレストランシーバデバイスを対象とする。
【００１１】
　[00059]　別の特定の実装形態は、第２のワイヤレストランシーバデバイスから第１の
ワイヤレストランシーバデバイスにおいて受信された精密タイミング測定要求メッセージ
を取得することと、精密タイミング測定要求メッセージが、送信のために要求される精密
タイミング測定メッセージのバースト中での複数の精密タイミング測定メッセージの送信
のための１つまたは複数の態様を指定する少なくとも１つのフィールドを備える、精密タ
イミング測定要求メッセージの受信に応答して、少なくとも１つのフィールドに少なくと
も部分的に基づいて第２のワイヤレストランシーバデバイスに精密タイミング測定メッセ
ージの１つまたは複数のバーストの送信を開始することとを行うために第１のワイヤレス
トランシーバデバイスの専用コンピューティング装置によって実行可能である、記憶され
た機械可読命令を備える非一時的記憶媒体を備える、物品を対象とする。
【００１２】
　[00060]　別の特定の実装形態は、第１のワイヤレストランシーバデバイスであって、
第２のワイヤレストランシーバデバイスから精密タイミング測定要求メッセージを受信す
るための手段と、精密タイミング測定要求メッセージが、送信のために要求される精密タ
イミング測定メッセージのバースト中での複数の精密タイミング測定メッセージの送信の
ための１つまたは複数の態様を指定する少なくとも１つのフィールドを備える、少なくと
も１つのフィールドに少なくとも部分的に基づいて精密タイミング測定要求メッセージの
受信に応答して第２のワイヤレストランシーバデバイスに精密タイミング測定メッセージ
の１つまたは複数のバーストを送信するための手段とを備える第１のワイヤレストランシ
ーバデバイスを対象とする。
【００１３】
　[00061]　上述の実装形態は例示的な実装形態にすぎず、請求する主題は、必ずしもこ
れらの例示的な実装形態の特定の態様に限定されるとは限らないことを理解されたい。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　[00062]　以下で説明するように、特定のメッセージフローにより、ワイヤレス局（Ｓ
ＴＡ）間のメッセージの送信に関してラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）の効果的かつ効率
的な測定が可能になり得る。特定の例では、ＳＴＡは、たとえば、モバイルユーザ局（た
とえば、スマートフォン、ノートブックコンピュータ、タブレットコンピュータなど）ま
たはワイヤレスサービスアクセスデバイス（たとえば、ワイヤレスローカルエリアネット
ワーク（ＷＬＡＮ）アクセスポイント、パーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）または
フェムトセル）など、いくつかのタイプのトランシーバデバイスのうちのいずれか１つを
備え得る。特定のメッセージフローとメッセージフレーム中のフィールドにより、たとえ
ば、より少ないメッセージを使用してワイヤレスＳＴＡ間の距離を測定するのに十分な精
度でＲＴＴ測定値を取得することが可能になり得る。そのような測定距離は、たとえば、
測位演算（positioning operation）を含むいくつかの適用例のうちのいずれか１つにお
いて使用され得る。
【００１５】
　[00063]　いくつかの実装形態では、図１に示すように、モバイルデバイス１００は、
ＳＰＳ衛星１６０から衛星測位システム（ＳＰＳ）信号１５９を受信または捕捉し得る。
いくつかの実施形態では、ＳＰＳ衛星１６０は、ＧＰＳ衛星システムまたはＧａｌｉｌｅ
ｏ衛星システムなど、１つのグローバルナビゲーション衛星システム（ＧＮＳＳ）からの
ものであり得る。他の実施形態では、ＳＰＳ衛星は、限定はしないが、ＧＰＳ衛星システ
ム、Ｇａｌｉｌｅｏ衛星システム、Ｇｌｏｎａｓｓ衛星システム、またはＢｅｉｄｏｕ（
Ｃｏｍｐａｓｓ）衛星システムなどの複数のＧＮＳＳからのものであり得る。他の実施形
態では、ＳＰＳ衛星は、たとえば、ほんの数例を挙げると、ワイドエリアオーグメンテー
ションシステム（ＷＡＡＳ）、欧州静止ナビゲーションオーバーレイサービス（ＥＧＮＯ
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Ｓ）、準天頂衛星システム（ＱＺＳＳ）などの任意の１ついくつかの地域航法衛星システ
ム（ＲＮＳＳ’）からのものであり得る。
【００１６】
　[00064]　さらに、モバイルデバイス１００は、ワイヤレス通信ネットワークに無線信
号を送信し、そこから無線信号を受信し得る。一例では、モバイルデバイス１００は、ワ
イヤレス通信リンク１２３を介して基地局トランシーバ１１０にワイヤレス信号を送信す
るか、または基地局トランシーバ１１０からワイヤレス信号を受信することによってセル
ラー通信ネットワークと通信し得る。同様に、モバイルデバイス１００は、ワイヤレス通
信リンク１２５を介してローカルトランシーバ１１５にワイヤレス信号を送信するか、ま
たはローカルトランシーバ１１５からワイヤレス信号を受信し得る。
【００１７】
　[00065]　特定の実装形態では、ローカルトランシーバ１１５は、ワイヤレス通信リン
ク１２３介して基地局トランシーバ１１０によって使用可能にされる距離よりも短い距離
でワイヤレス通信リンク１２５を介してモバイルデバイス１００と通信するように構成さ
れ得る。たとえば、ローカルトランシーバ１１５は、屋内環境に配置され得る。ローカル
トランシーバ１１５は、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ、たとえば、
ＩＥＥＥ規格８０２．１１ネットワーク）またはワイヤレスパーソナルエリアネットワー
ク（ＷＰＡＮ、たとえば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ネットワーク）へのアクセス
を提供し得る。別の例示的な実装形態では、ローカルトランシーバ１１５は、セルラー通
信プロトコルに従うワイヤレス通信リンク１２５上での通信を容易にすることが可能なフ
ェムトセルトランシーバを備え得る。もちろん、これらが、ワイヤレスリンクを介してモ
バイルデバイスと通信し得るネットワークの例にすぎず、特許請求する主題が、この点に
ついて限定されないことを理解されたい。
【００１８】
　[00066]　特定の実装形態では、基地局トランシーバ１１０およびローカルトランシー
バ１１５は、リンク１４５を通してネットワーク１３０を介してサーバ１４０、１５０お
よび／または１５５と通信し得る。ここで、ネットワーク１３０は、ワイヤードまたはワ
イヤレスリンクのどの組合せも備え得る。特定の実装形態では、ネットワーク１３０は、
ローカルトランシーバ１１５または基地局トランシーバ１１０を通したモバイルデバイス
１００とサーバ１４０、１５０または１５５との間の通信を容易にすることが可能なイン
ターネットプロトコル（ＩＰ）インフラストラクチャを備え得る。別の実装形態では、ネ
ットワーク１３０は、モバイルデバイス１００とのモバイルセルラー通信を容易にするた
めに、たとえば、基地局コントローラまたはマスタ交換センター（図示せず）などのセル
ラー通信ネットワークインフラストラクチャを備え得る。
【００１９】
　[00067]　特定の実装形態では、モバイルデバイス１００は、ローカル送信機（たとえ
ば、既知のロケーションに位置するＷＬＡＮアクセスポイント）から捕捉された信号に少
なくとも部分的に基づいて位置フィックスを計算することが可能であり得る。たとえば、
モバイルデバイスは、既知のロケーションに位置する３つ以上の屋内地上波ワイヤレスア
クセスポイントまでの距離を測定することによって位置フィックス（position fix）を取
得し得る。そのような距離は、たとえば、そのようなアクセスポイントから受信された信
号からＭＡＣ　ＩＤアドレスを取得することと、たとえば、受信信号強度（ＲＳＳＩ）ま
たはラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）など、そのようなアクセスポイントから受信された
信号の１つまたは複数の特性を測定することによってアクセスポイントまでの距離測定値
を取得することとによって測定され得る。代替実装形態では、モバイルデバイス１００は
、屋内エリアの特定のロケーションにおいて予想されるＲＳＳＩおよび／またはＲＴＴシ
グネチャを示す無線ヒートマップ（radio heatmap）に捕捉された信号の特性を適用する
ことによって屋内位置フィックスを取得し得る。特定の実装形態では、無線ヒートマップ
は、ローカル送信機の識別情報（たとえば、ローカル送信機から捕捉された信号から識別
可能であるＭＡＣアドレス）、識別されたローカル送信機によって送信された信号から予
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想されるＲＳＳＩ、識別された送信機から予想されるＲＴＴ、および場合によってはこれ
らの予想されるＲＳＳＩまたはＲＴＴからの標準偏差を関連付け得る。ただし、これらが
無線ヒートマップに記憶され得る値の例にすぎず、特許請求する主題がこの点について限
定されないことを理解されたい。
【００２０】
　[00068]　特定の実装形態では、モバイルデバイス１００は、サーバ１４０、１５０ま
たは１５５から屋内測位動作用の測位支援データを受信し得る。たとえば、そのような測
位支援データは、たとえば、測定されたＲＳＳＩおよび／またはＲＴＴに少なくとも部分
的に基づいて既知のロケーションに位置する送信機までの距離を測定することを可能にす
るために、これらの送信機のロケーションと識別情報とを含み得る。屋内測位動作を助け
るための他の測位支援データは、ほんの数例を挙げると、無線ヒートマップ、磁気ヒート
マップ、送信機のロケーションおよび識別情報、ルートアビリティグラフ（routeability
 graph）を含み得る。
【００２１】
　[00069]　特定の実装形態では、ワイヤレスＳＴＡ間の特定のメッセージフローは、上
記で説明したように測位演算において使用するためにＳＴＡ間のＲＴＴの測定値を取得す
るために実装され得る。特定の実装形態では、以下で説明するように、ＳＴＡは、モバイ
ルデバイス（たとえば、モバイルデバイス１００）または固定トランシーバ（たとえば、
ＩＥＥＥ規格８０２．１１アクセスポイント、固定Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈデバイス、ローカ
ルトランシーバ１１５など）を備え得る。したがって、ワイヤレスＳＴＡ間のメッセージ
の交換は、ほんの数例を挙げると、モバイルデバイスと固定トランシーバとの間、２つの
ピアモバイルデバイス間、または２つの固定トランシーバ間のメッセージの交換を備え得
る。特定の実装形態では、本明細書で説明する様々な技法は、ＩＥＥＥ　Ｓｔａｎｄａｒ
ｄ　８０２．１１　ｆｏｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ－Ｔｅｌｅ
ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ａｎｄ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｘｃｈａｎｇｅ　
ｂｅｔｗｅｅｎ　ｓｙｓｔｅｍｓ，　Ｌｏｃａｌ　ａｎｄ　ｍｅｔｒｏｐｏｌｉｔａｎ　
ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋｓ－Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔｓ　Ｐａｒｔ
　１１：　Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＬＡＮ　Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　
（ＭＡＣ）　ａｎｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ　（ＰＨＹ）、２０１２年２月６日
、セクション１０．２３．５（以下「ＩＥＥＥ規格８０２．１１」）の必ずしもすべてと
は限らないが、いくつかの態様または特徴を組み込み得る。実際、本明細書で説明するい
くつかの特徴がＩＥＥＥ規格８０２．１１では図示、説明または教示されていないことを
理解されたい。
【００２２】
　[00070]　図２は、一実施形態による、「送信」ＳＴＡと「受信」ＳＴＡとを含むワイ
ヤレス局ＳＴＡ間のメッセージフローを示す図である。このコンテキストでは、送信ＳＴ
Ａまたは受信ＳＴＡは、モバイルデバイス（たとえば、モバイルデバイス１００）または
固定アクセストランシーバデバイス（たとえば、ローカルトランシーバ１１５）を含むい
くつかのトランシーバデバイスのうちのいずれか１つを備え得る。受信ＳＴＡは、受信Ｓ
ＴＡと送信ＳＴＡとの間で送信されるメッセージまたはフレームのタイミングに少なくと
も部分的に基づいて、ＲＴＴの１つまたは複数の測定値を取得または計算し得る。本明細
書で使用する「メッセージ」および「フレーム」という用語は、互換的に使用される。受
信ＳＴＡは、送信ＳＴＡに精密タイミング測定要求メッセージまたはフレーム（「要求」
）を送信し、応答して送信された精密タイミング要求メッセージ肯定応答メッセージまた
はフレーム（「Ａｃｋ」）を受信し得る。特定の実装形態では、請求する主題をこの点に
おいて制限することなしに、そのような精密タイミング測定要求メッセージのコンテンツ
は、ＩＥＥＥ規格８０２．１１のセクション８．６．８．２５に示されたようなものであ
り得る。特定の実装形態では、そのようなＡｃｋフレームは、単に、以前に送信されたメ
ッセージの受信の指示を与え得る。受信ＳＴＡは、次いで、送信ＳＴＡから受信された（
および精密タイミング測定要求メッセージの受信に応答して送信された）精密タイミング
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測定メッセージまたはフレーム（「Ｍ」）中で与えられたタイムスタンプ値（ｔ１，ｔ４
）に少なくとも部分的に基づいて、ＲＴＴ測定値を取得または計算し得る。特定の実装形
態では、メッセージフロー図に示すように、交互精密タイミング測定メッセージと、それ
に続く精密タイミング測定肯定応答メッセージとの一連の複数の交換は、追加のタイムス
タンプ値（ｔ１、ｔ２、ｔ３およびｔ４）を作成し得る。
【００２３】
　[00071]　特定の実装形態では、請求する主題をこの点において制限することなしに、
そのような精密タイミング測定メッセージまたはフレームのコンテンツは、ＩＥＥＥ規格
８０２．１１のセクション８．６．８．２６に示されたようなものであり得る。例示的な
一実装形態では、受信ＳＴＡは、ＲＴＴ測定値を（ｔ４－ｔ１）－（ｔ３－ｔ２）として
計算し得、ここで、ｔ２およびｔ３は、それぞれ、前の精密タイミング測定メッセージま
たはフレームの受信の時間および前の肯定応答メッセージ（acknowledgement message）
またはフレームの送信の時間である。受信ＳＴＡは、受信ＳＴＡと送信ＳＴＡとの間の距
離を計算する際の測定雑音の除去のために組み合わされ得る対応する数のＲＴＴ測定値を
取得するために、バースト中で一連の精密タイミング測定要求メッセージを送信し得る。
【００２４】
　[00072]　図３は、一実施形態による、ワイヤレスＳＴＡ間のメッセージフローにおけ
るメッセージバーストに関するタイミングの少なくとも１つの態様を示す図である。図示
のように、精密タイミング測定メッセージまたはフレームと対応する肯定応答メッセージ
またはフレームとの複数のフレームペアが、（たとえば、受信ＳＴＡによって送信され、
送信ＳＴＡにおいて受信された単一の精密タイミング測定要求メッセージに応答して）バ
ースト中で送信され得る。一態様では、パラメータＭｉｎ＿ｄｅｌｔａ＿ＦＴＭは、連続
フレームペア（「精密タイミング測定フレームペア」）の始点間の最小時間を指定し得、
ここで、フレームペアの始点は、送信ＳＴＡからのペアの対応する精密タイミング測定メ
ッセージの送信によってマーキングされ得る。別の態様では、バーストごとのフレームペ
アの数が、パラメータ「Ｆｒａｍｅｓ　ｐｅｒ　Ｂｕｒｓｔ」によって定義され得る。こ
こで、バースト中のフレームペアは、送信ＳＴＡによって送信される精密タイミング測定
メッセージと、それに続く、精密タイミング測定メッセージの受信に応答して受信ＳＴＡ
によって送信される肯定応答メッセージとを備え得る。
【００２５】
　[00073]　図４Ａに、一実施形態による、受信ＳＴＡによって送信される例示的な精密
タイミング測定要求メッセージのフィールドを示す。ＩＥＥＥ規格８０２．１１に記載さ
れているフィールドＣａｔｅｇｏｒｙ、ＡｃｔｉｏｎおよびＴｒｉｇｇｅｒに加えて、フ
ィールドＭｉｎ＿ｄｅｌｔａ＿ＦＴＭ、Ｔｉｍｅｏｕｔ、Ｆｒａｍｅｓ　ｐｅｒ　Ｂｕｒ
ｓｔおよび／またはＢｕｒｓｔ　Ｐｅｒｉｏｄが定義され得る。ここで、トリガフィール
ド（Trigger field）の２の値は、（たとえば、受信ＳＴＡへの１つまたは複数の精密タ
イミング測定メッセージの送信に続いて）受信ＳＴＡが送信ＳＴＡにＲＴＴ測定値を返送
し得ることを示し得る。ここで、受信ＳＴＡは、図２に関して上記で説明した技法に基づ
いてＲＴＴを計算し得る。送信ＳＴＡは、次に、受信ＳＴＡにおいて取得および計算され
たオブザＲＴＴ測定値（またはＲＴＴ測定値に基づく距離）から利益を受け得る。Ｔｒｉ
ｇｇｅｒフィールドの４の値は、受信ＳＴＡが短フレーム間隔（ＳＩＦＳ：Short Inter-
Frame Space）バースティング技法を適応し得ることを示し得る。フィールドＭｉｎ＿ｄ
ｅｌｔａ＿ＦＴＭの値は、すでに指摘したように連続する精密タイミング測定メッセージ
またはフレーム間の最小時間を（たとえば、μｓの単位で）示し得る。フィールドＴｉｍ
ｅｏｕｔは、受信ＳＴＡからの最初の精密タイミング測定要求フレームの送信から、受信
ＳＴＡが最初の精密タイミング測定要求フレームに応答して第１の精密タイミング測定フ
レームを受信するまでの時間の長さを（たとえば、μｓの単位で）示し得る。
【００２６】
　[00074]　すでに指摘したように、フィールドＦｒａｍｅｓ　Ｐｅｒ　Ｂｕｒｓｔは、
所与のバースト中で何個のフレームペアが送信されるべきであるかを示し得る。フィール
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ドＢｕｒｓｔ　Ｐｅｒｉｏｄは、測定のバーストがどのくらいの頻度で行われるべきかを
（たとえば、１００ｍｓまたはターゲットビーコン送信時間（ＴＢＴＴ：target beacon 
transmission time）の単位で）示し得、ここで、小さい値は、送信ＳＴＡと受信ＳＴＡ
との間の比較的頻繁な移動の環境を示すために適用可能であり得、一方、大きい値は、比
較的固定の環境に適用可能であり得る。
【００２７】
　[00075]　図４Ｂに、代替実施形態による、受信ＳＴＡによって送信される例示的な精
密タイミング要求メッセージのフィールドを示す。ここで、８ビットの「Ｆｒａｍｅｓ　
ｐｅｒ　Ｂｕｒｓｔ」は、タイミング測定交換が精密タイミング測定要求メッセージの送
信に続いて開始すべき時間オフセットまたは持続時間を指定するために使用され得る「Ｏ
ｆｆｓｅｔ」フィールドと置き換えられ得る。特定の実装形態では、１６ビットのフィー
ルド「Ｂｕｒｓｔ　Ｐｅｒｉｏｄ」は、バースト測定がどのくらいの頻度で行われるべき
であるかを指定し得る。特定の実施形態では、「Ｂｕｒｓｔ　Ｐｅｒｉｏｄ」の値は、１
００ｍｓまたはＴＢＴＴのいずれかで表され得る。小さい値は、比較的動的な環境に適用
可能であり得るが、より大きい値は、比較的静的な環境に適用可能であり得る。一例では
、「Ｂｕｒｓｔ　Ｐｅｒｉｏｄ」フィールド中の２16－１の値は、単一のバーストが行わ
れるべきであることを指定し得、「Ｂｕｒｓｔ　Ｐｅｒｉｏｄ」フィールド中の０の値は
、不確定のまたは無限の数のバーストが行われるべきであることを指定し得る。
【００２８】
　[00076]　図５Ａは、一実施形態による、図４Ａに示す精密タイミング測定要求メッセ
ージまたはフレームの実装形態など、精密タイミング測定要求メッセージまたはフレーム
に応答して送信されるべき精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フレーム中のフィ
ールドを示す図である。特定の例示的な一実装形態では、図５Ａのタイミング測定要求メ
ッセージ肯定応答フレーム中のフィールドＴｒｉｇｇｅｒの値は、対応する精密タイミン
グ測定要求のＴｒｉｇｇｅｒフィールド中に記載される要求の受入れ、拒絶または変更を
示し得る。ここで、特定の実装形態では、図５Ａのタイミング測定肯定応答フレーム中の
ではフィールドＴｒｉｇｇｅｒは以下を示し得る。
０：最初の拒否
１：ＯＫ（デフォルトの挙動）
３：ＯＫ＋ＲＴＴを送る
５：ＯＫ＋ＳＩＦＳバースティング
７：ＯＫ＋ＲＴＴを送る＋ＳＩＦＳバースティング
　[00077]　同様に、図５Ａのタイミング測定肯定応答フレームのフィールＭｉｎ＿ｄｅ
ｌｔａ＿ＦＴＭ　ＯＫの値は、対応する精密タイミング測定要求メッセージまたはフレー
ムのＭｉｎ＿ｄｅｌｔａ＿ＦＴＭフィールド中に記載されるパラメータの受入れ、拒絶ま
たは変更を示し得る。ここで、特定の実装形態では、精密タイミング測定肯定応答フレー
ムのＭｉｎ＿ｄｅｌｔａ＿ＦＴＭ　ＯＫフィールドは以下を示し得る。
１：要求メッセージ中に示されたＭｉｎ＿ｄｅｌｔａ＿ＦＴＭが受入れ可能である
０：より大きいＭｉｎ＿ｄｅｌｔａ＿ＦＴＭを選択するようにとの勧誘
　[00078]　図５Ａの精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フレームのフィールド
Ｆｒａｍｅｓ　Ｐｅｒ　Ｂｕｒｓｔの値は、送信ＳＴＡが所与のバースト中で送ることが
可能であるフレーム数を示し得る。図５Ａのタイミング測定肯定応答フレームのフィール
ドＢｕｒｓｔ＿Ｐｅｒｉｏｄ　ＯＫの値は、対応する精密タイミング測定要求フレーム中
に記載されるパラメータＢｕｒｓｔ　Ｐｅｒｉｏｄの受入れ、拒絶または変更を示し得る
。Ｂｕｒｓｔ＿Ｐｅｒｉｏｄ　ＯＫの値は以下を示し得る。
１：Ｂｕｒｓｔ＿Ｐｅｒｉｏｄが受入れ可能である
０：より大きいＢｕｒｓｔ＿Ｐｅｒｉｏｄを選択するようにとの勧誘
　[00079]　図４Ａおよび図５Ａに関して説明する特定の実装形態では、図５Ａに示す値
またはパラメータは、精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フレーム中で送信ＳＴ
Ａから受信ＳＴＡに送信され得る。受信ＳＴＡは、次いで、ＲＴＴを推定する際に図５Ａ
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に示した値またはパラメータのうちの１つまたは複数を適用し得る。代替実装形態では、
図５Ａに示す値またはパラメータが、（たとえば、ｔ１またはｔ４の測定値を含む）後続
の精密タイミング測定メッセージの一部として送信ＳＴＡから受信ＳＴＡに送信され得る
。受信ＳＴＡは、次いで、上記で説明したようにＲＴＴの測定値を計算する際に後続の精
密タイミング測定メッセージ中で受信されたそのような値またはパラメータを適用し得る
。
【００２９】
　[00080]　以下で説明するように、特定の例示的な実施形態では、受信ＳＴＡから送信
ＳＴＡに送信される精密タイミング測定要求メッセージは、精密タイミング測定要求メッ
セージに応答して受信ＳＴＡが受信ＳＴＡへの精密タイミング測定メッセージの送信をど
のように望むかの１つまたは複数の態様を指定し得る。たとえば、図５Ｂのブロック５５
２に示すように、受信ＳＴＡは、送信ＳＴＡに精密タイミング測定要求メッセージを送信
し得る。送信された精密タイミング測定要求メッセージは、精密タイミング測定要求メッ
セージの受信に応答して送信ＳＴＡから送信されるべき精密タイミング測定メッセージの
バースト中での複数の精密タイミング測定メッセージの送信のための１つまたは複数の態
様を指定する少なくとも１つのフィールドを備え得る。特定の実装形態に関して以下で説
明するように、バースト中での複数の精密タイミング測定メッセージの送信のためのその
ような態様は、たとえば、バースト中で送信されるべき精密タイミング測定の数（たとえ
ば、「Ｆｒａｍｅｓ　ｐｅｒ　Ｂｕｒｓｔ」）、受信ＳＴＡにおける精密タイミング測定
要求メッセージの送信と応答する精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フレームの
受信との間の最大許容時間（たとえば、「Ｔｉｍｅｏｕｔ」）、連続する精密タイミング
測定メッセージまたはフレーム間の最小時間（たとえば、「Ｍｉｎ＿ｄｅｌｔａ＿Ｔ」）
、バーストの持続時間（たとえば、「Ｂｕｒｓｔ　Ｐｅｒｉｏｄ」）または送信ＳＴＡに
おける精密タイミング測定要求メッセージの受信と最初の精密タイミング測定メッセージ
の送信ＳＴＡからの送信との間の持続時間（たとえば、「Ｏｆｆｓｅｔ」）を備え得る。
ただし、これらは、バースト中での複数の精密タイミング測定メッセージの送信のための
態様の例にすぎず、請求する主題はこの点について限定されないことを理解されたい。
【００３０】
　[00081]　一実施形態によれば、ブロック５５２において送信された精密タイミング測
定要求メッセージは、図５Ｃのブロック５６４に示すように送信ＳＴＡにおいて受信され
得る。送信ＳＴＡは、次いで、ブロック５６６において、精密タイミング測定要求メッセ
ージの受信に応答して受信ＳＴＡに１つまたは複数の精密タイミング測定フレームを送信
し得る。ブロック５６６において送信された精密タイミング測定フレームは、次いで、ブ
ロック５５４において受信ＳＴＡによって受信され得る。ここで、ブロック５５４におい
て受信された１つまたは複数の精密タイミング測定メッセージは、ブロック５５２におい
て送信された精密タイミング測定要求メッセージ中の１つまたは複数の値に少なくとも部
分的に基づいてブロック５６６において送信されていることがある。
【００３１】
　[00082]　やはり、以下で説明するように、特定の例示的な実施形態では、受信ＳＴＡ
から送信ＳＴＡに送信される精密タイミング測定要求メッセージは、精密タイミング測定
要求メッセージに応答して送信されるべき精密タイミング測定メッセージの少なくとも１
つの物理的信号特性を指定し得る。そのような物理的信号特性は、たとえば、ほんの数例
を挙げると、特定の周波数チャネル、信号符号化、送信電力レベル、信号極性、信号段階
、チャネル分離（またはチャネル間隔）を含み得る。図５Ｄのブロック５７２において、
たとえば、受信ＳＴＡは、精密タイミング測定要求メッセージに応答して送信ＳＴＡによ
って送信されるべき１つまたは複数の精密タイミング測定メッセージの少なくとも１つの
物理的信号特性を指定する少なくとも１つのフィールドを備える精密タイミング測定要求
フレームを送信し得る。ブロック５７２において送信される精密タイミング測定要求フレ
ームは、次いで、図５Ｅのブロック５８２において送信ＳＴＡにおいて受信され、相応し
て処理され得る。ブロック５８２において送信ＳＴＡによって受信された精密タイミング
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測定要求メッセージの受信に応答して、送信ＳＴＡは、ブロック５７４における受信ＳＴ
Ａによる受信のための１つまたは複数の精密タイミング測定フレームを送信し得る。
【００３２】
　[00083]　図６Ａは、受信ＳＴＡが精密タイミング測定要求メッセージを送信する別の
代替実施形態による、ワイヤレスＳＴＡ間のメッセージフローを示す図である。送信ＳＴ
Ａは、図４Ａに示す精密タイミング測定要求メッセージの１つまたは複数の態様を組み込
んだ精密タイミング測定要求メッセージに応答して精密タイミング測定要求メッセージ肯
定応答フレーム（「精密タイミング測定ＡＣＫ」）を送信する。フィールドＴｉｍｅｏｕ
ｔの値は、受信ＳＴＡにおける精密タイミング測定要求メッセージの送信と、受信ＳＴＡ
における応答する精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フレームの受信との間の最
大許容時間として示されている。
【００３３】
　[00084]　図６Ｂおよび図６Ｃに、図６Ａに示すメッセージフローの一実装形態による
、それぞれ、受信ＳＴＡおよび送信ＳＴＡによって行われ得るアクションを説明する。ブ
ロック６５２において、受信ＳＴＡは、送信ＳＴＡに精密タイミング測定要求メッセージ
またはフレームをワイヤレス送信し得る。精密タイミング測定要求メッセージまたはフレ
ームは、応答して送信ＳＴＡによって送信されるべき連続精密タイミング測定フレーム間
の最小時間を定義する１つまたは複数の値を備え得る。これは、たとえば、図４Ａに記載
されているフィールドＭｉｎ＿ｄｅｌｔａ＿ＦＴＭ中の値によって指定され得る。他の実
装形態では、精密タイミング測定要求フレームまたはメッセージは、ほんの数例を挙げる
と、Ｔｒｉｇｇｅｒ、Ｔｉｍｅｏｕｔ、フィールドＦｒａｍｅｓ　ｐｅｒ　Ｂｕｒｓｔの
値のうちの１つまたは複数を指定し得る。ブロック６５２において送信された精密タイミ
ング測定要求メッセージまたはフレームに応答して、ブロック６５４において、受信ＳＴ
Ａは、送信ＳＴＡからの連続する精密タイミング測定フレーム間の最小時間を定義する１
つまたは複数の値に少なくとも部分的に基づいて送信される１つまたは複数の精密タイミ
ング測定メッセージまたはフレームをワイヤレス受信し得る。受信ＳＴＡは、次いで、受
信された精密タイミング測定フレームに少なくとも部分的に基づいてＲＴＴ測定値を計算
し得る。
【００３４】
　[00085]　ブロック６６２において、送信ＳＴＡは、ブロック６５２において、受信Ｓ
ＴＡによって送信された精密タイミング測定要求フレームを受信し、それに応答して、ブ
ロック６６４において、受信ＳＴＡに精密タイミング測定フレームを送信し得る。すでに
指摘したように、特定の例では、精密タイミング測定要求フレームは、精密タイミング測
定メッセージの連続する送信間の少なくとも最小時間を指定する１つまたは複数の値を備
え得る。一例では、ブロック６６４において送信された精密タイミング測定フレームは、
受信された精密タイミング測定要求フレームの中に指定されたパラメータに少なくとも部
分的に基づいて送信され得る。代替実装形態では、測定値は、送信ＳＴＡによって図５に
示した値またはパラメータと組み合わされ、精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答
フレーム中で送信され得る。
【００３５】
　[00086]　図６Ｄおよび図６Ｅに、図４Ｂに示した精密タイミング測定要求メッセージ
のフィールドの実装形態による、それぞれ、受信ＳＴＡおよび送信ＳＴＡによって行われ
得るアクションを説明する。ブロック６７２において、受信ＳＴＡは、図４Ｂに示したＯ
ｆｆｓｅｔフィールドなど、時間オフセット（time offset）を指定する少なくとも１つ
のフィールドを備える精密タイミング測定要求メッセージを送信ＳＴＡに送信し得る。指
定された時間オフセットは、送信ＳＴＡにおける精密タイミング測定要求メッセージの受
信と、精密タイミング測定要求メッセージの受信に応答した送信ＳＴＡからの（バースト
中での複数の精密タイミング測定のうちの）最初の精密タイミング測定メッセージの送信
ＳＴＡからの送信との間の持続時間を指定し得る。ブロック６７４において、受信ＳＴＡ
は、送信ＳＴＡから、時間オフセットを指定するフィールド中の値に少なくとも部分的に
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基づいて１つまたは複数の精密タイミング測定メッセージを受信し得る。
【００３６】
　[00087]　ブロック６８２において、送信ＳＴＡは、（たとえば、送信されるべき複数
の精密タイミング測定メッセージのうちの最初の精密タイミング測定メッセージの送信の
ための時間オフセットを指定する少なくとも１つのフィールドを備える）ブロック６７２
において送信された精密タイミング測定要求メッセージなどの精密タイミング測定要求メ
ッセージを受信ＳＴＡから受信し得る。ブロック６８４において、送信ＳＴＡは、精密タ
イミング測定要求フレームに応答して受信ＳＴＡに少なくとも精密タイミング測定フレー
ムを送信し得る。
【００３７】
　[00088]　図６Ｆおよび図６Ｇに、図４Ａおよび図４Ｂに示した精密タイミング測定要
求メッセージのフィールドの実装形態による、それぞれ、受信ＳＴＡおよび送信ＳＴＡに
よって行われ得るアクションを説明する。ブロック６９２において、受信ＳＴＡは、精密
タイミング測定要求メッセージに応答して、精密タイミング測定メッセージのバースト中
で送信されるべき精密タイミング測定メッセージの要求数を指定する少なくとも１つのフ
ィールド（たとえば、図４Ａおよび図４Ｂ中の「Ｆｒａｍｅｓ　ｐｅｒ　Ｂｕｒｓｔ」）
を備える精密タイミング測定要求メッセージを送信ＳＴＡに送信し得る。ブロック６９４
において、受信ＳＴＡは、送信ＳＴＡから、バースト中で送信されるべき精密タイミング
測定の要求数を指定するフィールド中の値に少なくとも部分的に基づいて１つまたは複数
の精密タイミング測定メッセージを受信し得る。
【００３８】
　[00089]　ブロック７０２において、送信ＳＴＡは、（たとえば、精密タイミング測定
要求メッセージへの応答中で送信されるべき精密タイミング測定メッセージの要求数を指
定する１つまたは複数のフィールドを含む）ブロック６９２において受信ＳＴＡによって
送信された精密タイミング測定要求メッセージなどの精密タイミング測定要求メッセージ
を受信し得る。ブロック７０４において、送信ＳＴＡは、精密タイミング測定メッセージ
のバースト中で送信されるべき精密タイミング測定の要求数を指定する、受信された精密
タイミング測定要求メッセージ中の値に少なくとも部分的に基づいて受信ＳＴＡに少なく
とも精密タイミング測定フレームを送信し得る。
【００３９】
　[00090]　特定の実装形態では、送信ＳＴＡは、単一の精密タイミング測定要求メッセ
ージに応答して受信ＳＴＡに精密タイミング測定の複数のバーストを与え得る。図６Ｈお
よび図６Ｉに、図４Ａおよび図４Ｂに示した精密タイミング測定要求メッセージのフィー
ルドの実装形態による、それぞれ、受信ＳＴＡおよび送信ＳＴＡによって行われ得るアク
ションを説明する。ブロック７１２において、受信ＳＴＡは、精密タイミング測定メッセ
ージの連続バースト（consecutive burst）の最初の精密タイミング測定メッセージ間の
要求時間期間を指定する少なくとも１つのフィールド（たとえば、「Ｂｕｒｓｔ　Ｐｅｒ
ｉｏｄ」）を備える精密タイミング測定要求メッセージを送信ＳＴＡに送信し得る。ブロ
ック７２４において、送信ＳＴＡは、要求時間期間を指定する、受信された精密タイミン
グ測定要求メッセージ中の値に少なくとも部分的に基づいて受信ＳＴＡに少なくとも精密
タイミング測定フレームを送信し得る。
【００４０】
　[00091]　ブロック７２２において、送信ＳＴＡは、（たとえば、精密タイミング測定
メッセージの連続バーストの最初の精密タイミング測定メッセージ間の要求時間期間を指
定する少なくとも１つのフィールドを含む）ブロック７１２において受信ＳＴＡによって
送信された精密タイミング測定要求メッセージなどの精密タイミング測定要求メッセージ
を受信し得る。ブロック７２４において、送信ＳＴＡは、精密タイミング測定メッセージ
の連続バーストの最初の精密タイミング測定メッセージ間の要求時間期間を指定する、受
信された精密タイミング測定要求メッセージ中の値に少なくとも部分的に基づいて受信Ｓ
ＴＡに少なくとも精密タイミング測定フレームを送信し得る。
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【００４１】
　[00092]　図６Ｊおよび図６Ｋに、図４Ａおよび図４Ｂに示した精密タイミング測定要
求メッセージなどの精密タイミング測定要求メッセージのフィールドの実装形態による、
それぞれ、受信ＳＴＡおよび送信ＳＴＡによって行われ得るアクションを説明する。ブロ
ック７３２において、受信ＳＴＡは、（図４Ａおよび図４Ｂ中の「Ｔｉｍｅｏｕｔ」フィ
ールドなど）受信ＳＴＡにおける精密タイミング測定要求メッセージの送信と精密タイミ
ング測定要求メッセージ肯定応答フレームの受信との間の最大時間を指定する少なくとも
１つのフィールドを備える精密タイミング測定要求メッセージを送信ＳＴＡに送信し得る
。最大時間を指定するそのような値はまた、「Ｔｉｍｅｏｕｔ」フィールドとして示され
得る。ブロック７３４において、受信ＳＴＡは、精密タイミング測定要求メッセージの送
信と精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フレームの受信との間の最大時間を指定
するフィールドに少なくとも部分的に基づいて送信ＳＴＡから精密タイミング測定メッセ
ージを受信し得る。
【００４２】
　[00093]　ブロック７４２において、送信ＳＴＡは、（たとえば、受信ＳＴＡにおける
精密タイミング測定要求メッセージの送信と精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答
フレームの受信との間の最大時間を指定する少なくとも１つのフィールドを含む）ブロッ
ク７３２において送信された精密タイミング測定要求メッセージなどの精密タイミング測
定要求メッセージを受信し得る。ブロック７４４において、送信ＳＴＡは、ブロック７４
２において受信された精密タイミング測定要求フレームの受信に応答して受信ＳＴＡに精
密タイミング測定メッセージを送信し得る。
【００４３】
　[00094]　図６Ｌおよび図６Ｍに、図４Ａおよび図４Ｂに示した精密タイミング測定要
求メッセージのフィールドの実装形態による、それぞれ、受信ＳＴＡおよび送信ＳＴＡに
よって行われ得るアクションを説明する。ブロック７７２において、受信ＳＴＡは、精密
タイミング測定要求メッセージへ応答して（たとえば、Ｍｉｎ＿ｄｅｌｔａ＿ＴまたはＭ
ｉｎ＿ｄｅｌｔａ＿ＦＴＭの値として）送信されるべき連続する精密タイミング測定メッ
セージの送信間の最小持続時間（minimum time duration）を指定する少なくとも１つの
フィールドを備える精密タイミング測定要求メッセージを送信ＳＴＡに送信し得る。ブロ
ック７７４において、受信ＳＴＡは、送信ＳＴＡから、連続する精密タイミング測定メッ
セージ間の指定された最小持続時間に少なくとも部分的に基づいて１つまたは複数の精密
タイミング測定フレームを受信し得る。
【００４４】
　[00095]　ブロック７８２において、送信ＳＴＡは、（たとえば、精密タイミング測定
要求メッセージへ応答して送信されるべき連続する精密タイミング測定メッセージの送信
間の最小持続時間を指定する少なくともフィールドを含む）ブロック７７２において送信
された精密タイミング測定要求メッセージなどの精密タイミング測定要求メッセージを受
信し得る。ブロック７８４において、送信ＳＴＡは、次いで、ブロック７８２における精
密タイミング測定要求メッセージの受信に応答して受信ＳＴＡに少なくとも１つの精密タ
イミング測定メッセージを送信し得る。
【００４５】
　[00096]　図６Ｂ～図６Ｍに関して上記で説明したプロセスは、受信ＳＴＡから送信Ｓ
ＴＡへの精密タイミング測定要求メッセージの送信と、それに続く、精密タイミング測定
要求メッセージの受信に応答して送信ＳＴＡからの１つまたは複数の精密タイミング測定
メッセージの送信とを対象とする。他の実装形態では、送信ＳＴＡは、たとえば、受信さ
れた精密タイミング測定要求メッセージのフィールド中に指定されているように、送信Ｓ
ＴＡが精密タイミング測定メッセージを与えることが可能であるかどうかを示すために、
図５Ａに示したものなどの精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フレームを送信し
得る。
【００４６】
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　[00097]　図７Ａは、（図５Ａに示す精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フレ
ームの代わりに送信され得る）到着時間フィールドＴＯＡと出発時間フィールドＴＯＤと
を含む実施形態による、ハイブリッド精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フレー
ム中のフィールドを示す図である。ハイブリッド精密タイミング測定要求メッセージ肯定
応答フレーム中で受信されたフィールドＴＯＡおよびまたはＴＯＤの値を使用して、受信
ＳＴＡはＲＴＴ（または計算されたＲＴＴに基づく距離）を計算し得る。ここで、図５Ａ
に示す精密タイミング要求メッセージ測定肯定応答メッセージの１つまたは複数の態様は
、図７Ｂのメッセージフローに示すように、バースト中の最初のＲＴＴ測定値を取得する
ために１つ少ないメッセージが送信ＳＴＡから受信ＳＴＡに送信され得るように精密タイ
ミング測定メッセージと組み合わされ得る。
【００４７】
　[00098]　図８は、受信ＳＴＡが送信ＳＴＡにＲＴＴ測定値を与えるか、またはフィー
ドバックし得るメッセージフローを示す図である。精密タイミングＲＴＴフィードバック
メッセージのフィールドの一例を図９Ａに示す。すでに指摘したように、受信ＳＴＡは、
送信ＳＴＡから受信された精密タイミング測定メッセージまたはフレーム中で与えられた
タイムスタンプ値（ｔ１，ｔ４）に少なくとも部分的に基づいて少なくとも部分的に基づ
いて、ＲＴＴ測定値を計算し得る。ここで、送信ＳＴＡにおいて受信された精密タイミン
グＲＴＴフィードバックメッセージ中の計算されたＲＴＴ測定値（またはＲＴＴから計算
された距離）は、受信ＳＴＡと送信ＳＴＡとの間の距離を計算または決定するために送信
ＳＴＡによって使用され得る。
【００４８】
　[00099]　図９Ｂおよび図９Ｃに、図８に示すメッセージフローの一実装形態による、
それぞれ、受信ＳＴＡおよび送信ＳＴＡによって行われ得るアクションを説明する。ブロ
ック９０２において、受信ＳＴＡは、送信ＳＴＡに精密タイミング測定要求メッセージま
たはフレームをワイヤレス送信し得る。送信ＳＴＡは、ブロック９３２において、送信さ
れた精密タイミング測定要求メッセージまたはフレームを受信し、ブロック９３２におけ
る精密タイミング測定要求フレームの受信に応答して、ブロック９３４において、受信Ｓ
ＴＡに、タイミング測定値（たとえば、ｔ１およびｔ４）を含んでいる１つまたは複数の
精密タイミング測定メッセージをワイヤレス送信し得る。ブロック９３４において（ブロ
ック９０２において送信された精密タイミング測定要求フレームに応答して）送信された
タイミング測定を備える精密タイミング測定メッセージが、ブロック９０４において、受
信ＳＴＡにおいて受信され得る。受信ＳＴＡは、次いで、上記で説明した技法を使用して
、ブロック９０４において受信されたタイミング測定値に少なくとも部分的に基づいて、
ブロック９０６において信号ＲＴＴ測定値を計算し得る。受信ＳＴＡは、次いで、たとえ
ば、測位演算において送信ＳＴＡが使用するために、（たとえば、図９Ａに示す精密タイ
ミングＲＴＴフィードバックメッセージ中で）ブロック９０８において送信ＳＴＡに、ブ
ロック９０６において計算されたＲＴＴ測定値をワイヤレス送信し得る。ブロック９３６
において、送信ＳＴＡは、送信ＳＴＡにおける測位演算において使用するためにブロック
９０８において送信され（ブロック９３４において送信されたタイミング測定値に少なく
とも部分的に基づいて計算された）ＲＴＴ測定値を備える１つまたは複数のメッセージを
受信し得る。代替実装形態では、受信ＳＴＡは、ブロック９０２において、図４Ａに示す
フィールド中で与えられるパラメータとは異なるパラメータを指定する精密タイミング測
定要求フレームを送信し得る。たとえば、タイムアウト期間は、Ｔｉｍｅｏｕｔフィール
ド中に指定され得、Ｔｒｉｇｇｅｒフィールドは、（たとえば、図１０Ａのメッセージフ
ロー図に示すように）精密タイミング測定要求フレームの受信時に、または精密タイミン
グ測定メッセージのバーストの過程において受信ＳＴＡからの肯定応答フレームの受信時
に精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フレームを送信する際の送信ＳＴＡにおけ
る固定遅延を説明するためにＳＩＦＳを指定し得る。図１０Ａは、（たとえば、ブロック
９０８において送信された）計算されたＲＴＴ測定値を送信ＳＴＡに与える精密タイミン
グＲＴＴフィードバックメッセージをも含む例示的なメッセージフローを示す図である。
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【００４９】
　[000100]　図９Ｄおよび図９Ｅに、図１０Ａに示すメッセージフローの一実装形態によ
る、それぞれ、受信ＳＴＡおよび送信ＳＴＡによって行われ得るアクションを説明する。
ブロック９５２において、受信ＳＴＡは、受信ＳＴＡと送信ＳＴＡとの間のメッセージの
以前の交換に少なくとも部分的に基づいて以前に計算されたＲＴＴ測定値を指定する少な
くとも１つのフィールドを含む精密タイミング測定要求メッセージを送信ＳＴＡに送信し
得る。受信ＳＴＡは、続いて、ブロック９５４において、精密タイミング測定要求メッセ
ージの受信に応答して送信ＳＴＡによって送信された精密タイミング測定を受信し得る。
【００５０】
　[000101]　ブロック９６２において、送信ＳＴＡは、（以前に計算されたＲＴＴを指定
する少なくとも１つフィールドを含む）ブロック９６２において送信された精密タイミン
グ測定要求メッセージなどの精密タイミング測定要求メッセージを受信し得る。ここで、
送信ＳＴＡは、受信された精密タイミング測定要求メッセージ中のフィールドから、送信
ＳＴＡと受信ＳＴＡとの間のメッセージの以前の交換に少なくとも部分的に基づいて受信
ＳＴＡにおいて計算されたＲＴＴ測定値を抽出し得る。ブロック９６４において、送信Ｓ
ＴＡは、次いで、ブロック９６２における精密タイミング測定要求メッセージの受信に応
答して受信ＳＴＡに精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フレームを送信し得る。
【００５１】
　[000102]　図１０Ｂは、代替実施形態による、精密タイミング測定要求フレーム中のフ
ィールドを示す図である。フィールド「Ｃａｔｅｇｏｒｙ」、「Ａｃｔｉｏｎ」、「Ｔｒ
ｉｇｇｅｒ」、「Ｍｉｎ　ｄｅｌｔａ　Ｔ」、「Ｔｉｍｅｏｕｔ」、「Ｆｒａｍｅｓ　ｐ
ｅｒ　Ｂｕｒｓｔ」および「Ｂｕｒｓｔ　Ｐｅｒｉｏｄ」の値は、図４Ａの精密タイミン
グ測定要求フレーム中の同様の名前のフィールドと同じ意味および効果を有し得る。しか
しながら、図１０Ｂの特定の代替実施形態は、追加のフィールドの「Ｏｆｆｓｅｔ」、「
Ｐｒｅｖｉｏｕｓ　ＲＴＴ　ｖａｌｕｅ」および「Ｃｈａｎｎｅｌ」を含む。代替実装形
態は、請求する主題から逸脱することなく、これらの追加のフィールドのうちの１つ、２
つまたは３つすべてを実装し得る。
【００５２】
　[000103]　フィールド「Ｏｆｆｓｅｔ」は、（たとえば、精密タイミング測定要求フレ
ームの受信に続く）設定時間からの精密タイミング測定メッセージの送信の開始における
要求時間オフセットを指定し得る。特定のシナリオでは、単一の受信ＳＴＡが、複数の異
なる送信ＳＴＡに精密タイミング測定要求フレームを送信し得る。異なる精密タイミング
測定要求フレーム中の「Ｏｆｆｓｅｔ」フィールドに異なる値を指定することは、たとえ
ば、衝突する精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フレームまたは精密タイミング
測定フレームを複数の送信ＳＴＡから単一の受信ＳＴＡに送信するのを防ぐのに有用であ
り得る。特定の実装形態では、「Ｏｆｆｓｅｔ」フィールドの値は、精密タイミング測定
要求フレームの受信から、精密タイミング測定要求フレームに応答して送信されるバース
ト中での最初の精密タイミング測定フレームの送信までのオフセット持続時間を指定し得
る。
【００５３】
　[000104]　フィールド「Ｃｈａｎｎｅｌ」は、受信ＳＴＡが受信側送信ＳＴＡに応答メ
ッセージ（たとえば、精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フレームまたは精密タ
イミング測定フレーム）を要求する特定の周波数チャネルを指定し得る。これはまた、衝
突する精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フレームまたは衝突する精密タイミン
グ測定フレームを複数の送信ＳＴＡから単一の受信ＳＴＡに送信するのを妨げ得る。
【００５４】
　[000105]　フィールド「Ｐｒｅｖｉｏｕｓ　ＲＴＴ　ｖａｌｕｅ」は、送信ＳＴＡに受
信ＳＴＡにおいて以前に計算されたＲＴＴ値を（たとえば、０．１ｎｓの単位で）示すか
、またはＲＴＴから計算された距離を示し得る。たとえば、以前に計算されたＲＴＴ値は
、送信ＳＴＡと受信ＳＴＡとの間のメッセージの最近の交換に少なくとも部分的に基づい
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て計算され得る。受信側送信ＳＴＡは、次いで、それ自体の測位演算に以前に計算された
ＲＴＴ値を採用し得る。
【００５５】
　[000106]　図１０Ｂの精密タイミング測定要求フレーム中の追加のフィールドが拡張能
力を可能にし得るが、受信ＳＴＡがこれらの能力を必ずしも実装するとは限らないことが
ある。ここで、「Ｔｒｉｇｇｅｒ」フィールド中の値は、もしあればどの特徴が採用され
るのかを指定するために使用され得る。これにより、受信側送信ＳＴＡは、精密タイミン
グ測定要求メッセージの特定のフィールド中の値を適切に解釈することが可能になり得る
。図１０Ｃは、一実施形態による、（たとえば、図１０Ｂに示した）精密タイミング測定
要求フレーム中のトリガフィールド中の値の定義を示す図である。たとえば、「ＲＴＴ　
Ｖａｌｕｅ　ｖａｌｉｄ」位置中の「１」は、「Ｐｒｅｖｉｏｕｓ　ＲＴＴ　ｖａｌｕｅ
」フィールド中の値が有効であることを示し得る。「Ｏｆｆｓｅｔ　ｖａｌｉｄ」位置中
の「１」の値は、「Ｏｆｆｓｅｔ」フィールド中の値が有効であることを示し得る。「Ｂ
ｕｒｓｔ　Ｐｅｒｉｏｄ　ｖａｌｉｄ」位置中の「１」は、「Ｂｕｒｓｔ　Ｐｅｒｉｏｄ
」フィールド中の値が有効であることを示し得る。「Ｔｉｍｅｏｕｔ　ｖａｌｉｄ」位置
中の「１」の値は、「Ｔｉｍｅｏｕｔ」フィールド中の値が有効であることを示し得る。
「Ｍｉｎ　ｄｅｌｔａ　Ｔ　ｖａｌｉｄ」位置中の「１」の値は、「Ｍｉｎ　ｄｅｌｔａ
　Ｔ」フィールド中の値が有効であることを示し得る。「Ｎｏｔ　ａｕｔｈｏｒｉｚｅｄ
」フィールド中の「１」の値は、受信ＳＴＡが複数回拒否されたときに送信ＳＴＡによっ
て１に設定される。受信ＳＴＡによって中に設定される値は、０または１のいずれかであ
り得る。
【００５６】
　[000107]　図１０Ｄは、一実施形態による、（たとえば、図１０Ｂに示した）精密タイ
ミング測定要求フレーム中のトリガフィールド中の値の定義を示す図である。ビット「Ｆ
ｒａｍｅｓ　ｐｅｒ　ｂｕｒｓｔ　ｖａｌｉｄ／ａｃｃｅｐｔ」は、「Ｆｒａｍｅｓ　ｐ
ｅｒ　ｂｕｒｓｔ」フィールド中の値が有効であるまたは容認されるのかどうかを示し得
る。ビット「Ｏｆｆｓｅｔ　ｖａｌｉｄ／ａｃｃｅｐｔ」は、「Ｏｆｆｓｅｔ」フィール
ド中の値が有効であるまたは容認されるのかどうかを示し得る。ビット「Ｂｕｒｓｔ　Ｐ
ｅｒｉｏｄ　ｖａｌｉｄ／ａｃｃｅｐｔ」は、「Ｂｕｒｓｔ　Ｐｅｒｉｏｄ」フィールド
中の値が有効であるまたは容認されるのかどうかを示し得る。ビット「Ｔｉｍｅｏｕｔ　
ｖａｌｉｄ／ａｃｃｅｐｔ」は、「Ｔｉｍｅｏｕｔ」フィールド中の値が有効であるまた
は容認されるのかどうかを示し得る。ビット「Ｍｉｎ　ｄｅｌｔａ　Ｔ　ｖａｌｉｄ／ａ
ｃｃｅｐｔ」は、「Ｍｉｎ　ｄｅｌｔａ　Ｔ」フィールド中の値が有効であるまたは容認
されることを示し得る。
【００５７】
　[000108]　ビット「Ｒｅｊｅｃｔｅｄ」は、精密タイミング測定要求メッセージが送信
ＳＴＡによって拒否されることを示すために使用され得る。送信ＳＴＡは、精密タイミン
グ測定要求メッセージに関して受信ＳＴＡに任意の数の状況を示すためにビット「Ｅｎａ
ｂｌｅ」と組み合わせてビット「Ｒｅｊｅｃｔｅｄ」を使用し得る。たとえば、「Ｒｅｊ
ｅｃｔｅｄ」を１に設定し、「Ｅｎａｂｌｅ」を０に設定すると、受信ＳＴＡが複数回拒
否されたことを示し得る。「Ｒｅｊｅｃｔｅｄ」ビットと「Ｅｎａｂｌｅ」ビットの両方
を１に設定すると、受信ＳＴＡがＢｕｒｓｔ　Ｐｅｒｉｏｄの持続時間の後で再び試みる
ことになることを示し得る。
【００５８】
　[000109]　図１０Ｅおよび図１０Ｇは、代替実施形態による、受信ＳＴＡからの精密タ
イミング測定要求メッセージの受信に応答して送信ＳＴＡによって送信されたハイブリッ
ド精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フレーム中のフィールドを示す図である。
この特定の実装形態では、フィールド「Ｔｒｉｇｇｅｒ」および「Ｆｒａｍｅｓ　ｐｅｒ
　Ｂｕｒｓｔ」中の値は、送信ＳＴＡの能力を示し得る。たとえば、「Ｆｒａｍｅｓ　ｐ
ｅｒ　Ｂｕｒｓｔ」フィールドは、送信ＳＴＡが所与のバースト中で送信することが可能
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であるフレームの数を示し得る。「Ｔｒｉｇｇｅｒ」フィールドのビット位置中の値は、
図１０Ｂに示した「Ｔｒｉｇｇｅｒ」フィールドの実施形態に記載されているように、「
Ｏｆｆｓｅｔ」、「Ｍｉｎ　ｄｅｌｔａ　Ｔ」、「Ｔｉｍｅｏｕｔ」、「Ｆｒａｍｅｓ　
ｐｅｒ　Ｂｕｒｓｔ」などのいくつかの特徴を実装または実施する送信ＳＴＡの能力を示
し得る。
【００５９】
　[000110]　図１０Ｆは、代替実施形態による、受信ＳＴＡからの精密タイミング測定要
求メッセージの受信に応答して送信ＳＴＡによって送信されたハイブリッド精密タイミン
グ測定要求メッセージ肯定応答フレームのフィールドを示す図である。特定の実装形態で
は、ＴＯＤ予約済みフィールド中の「Ｔｒｉｇｇｅｒ」フィールドは、精密タイミング測
定セッションを介した制御をアサートするために送信ＳＴＡによって使用され得る。ここ
で、送信ＳＴＡは、新しい「Ｌｅｎｇｔｈ」、「Ｍｉｎ　ｄｅｌｔａ　Ｔ」および／また
は「Ｂｕｒｓｔ　Ｐｅｒｉｏｄ」を指定するために適切なフィールドを使用し得る。
【００６０】
　[000111]　図１０Ｇのハイブリッド精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フレー
ムの特定の実装形態は、精密タイミング測定要求メッセージに応答して送信される肯定応
答メッセージにおいて必ずしも有用であるとは限らないことがあるフィールド「Ｍａｘ　
ＴＯＤ　Ｅｒｒｏｒ」、「Ｍａｘ　ＴＯＡ　Ｅｒｒｏｒ」、「ＴＯＡ」および「ＴＯＤ」
を除外する。代替ハイブリッド精密タイミング測定肯定応答フレームの適用例を、図１０
Ｈのメッセージフロー図の受信ＳＴＡから受信された精密タイミング測定要求メッセージ
の受信に応答して送信ＳＴＡによって送信される第２のメッセージで示す。
【００６１】
　[000112]　図１９に、代替実施形態による、精密タイミング測定フレームのための例示
的なフォーマット中のフィールドを示す。図示のように、フィールドＴＯＡおよびＴＯＤ
は４８ビットを備える。特定の実装形態では、送信ＳＴＡは、ローリングカウンタ（roll
ing counter）を使用して０．１ナノ秒刻みの４８ビット表現としてＴＯＡとＴＯＤとを
表し得る。ローリングカウンタが、ＴＯＡまたはＴＯＤのいずれかについて４８ビット表
現の最大値を超えると、カウンタは、「ラップアラウンド（wrap around）」し、４８ビ
ット表現の最小値またはゼロ値でカウントを開始し得る。追加のフィールド「ＴＯＤ　ｎ
ｏｔ　ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ」は、関連する「ＴＯＤ」フィールド中に与えられる値が前
のフレーム中のＴＯＤ値に連続しないことを受信側受信ＳＴＡに示し得る。これは、たと
えば、前のフレーム中のＴＯＤ値に続いて、現在の精密タイミング測定フレーム中のＴＯ
Ｄ値の前に、送信ＳＴＡにおけるローリングカウンタがラップアラウンドする場合に行わ
れ得る。同様に、追加のフィールド「ＴＯＡ　ｎｏｔ　ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ」は、関連
する「ＴＯＡ」フィールド中に与えられる値が前のフレーム中のＴＯＡ値に連続しないこ
とを受信側受信ＳＴＡに示し得る。これは、たとえば、前のフレーム中のＴＯＡ値に続い
て、現在の精密タイミング測定フレーム中のＴＯＡ値の前に、送信ＳＴＡにおけるローリ
ングカウンタがラップアラウンドする場合に行われ得る。
【００６２】
　[000113]　一実施形態によれば、測位演算において使用されるアクセスポイントは、複
数の周波数チャネル上で特定のクライアントデバイスを探索し得る。異なるチャネル間の
切替えは、アクセスポイントの処理リソースにとって負担になり得る。特定の実装形態で
は、アクセスポイントは、特定の周波数チャネル上で通信するユーザクライアントデバイ
スの存在または不在に関する指示をもつビーコン信号を送信し得る。これにより、近隣ア
クセスポイントは、ユーザクライアントデバイスが特定のチャネル上で通信する可能性が
低い場合に特定のチャネル上でユーザクライアントデバイスを探索することを回避するビ
ーコン信号の受信が可能になり得る。
【００６３】
　[000114]　例示的な一実装形態では、ビーコン信号の一部は、次のようにフィールドを
用いてフォーマットされ得る。
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Ｌｅｎｇｔｈ、Ｃｈａｎｎｅｌ　ｊ、Ｕｓｅｒｓ　ｊ、Ｃｈａｎｎｅｌ　ｋ、Ｕｓｅｒｓ
　ｋ、Ｃｈａｎｎｅｌ　ｌ、Ｕｓｅｒｓ　ｌ、Ｃｈａｎｎｅｌ　ｍ、Ｕｓｅｒｓ　ｍ。
【００６４】
　[000115]　ここで、「Ｌｅｎｇｔｈ」は、受信側アクセスポイントが残余フィールドを
パースすることを可能にするという指示があるチャネル数を示す。この特定の例では、４
つのチャネル、チャネルｊ、ｋ、ｌおよびｍのための指示がある。チャネルごとに、Ｕｓ
ｅｒｓ　ｊ、Ｕｓｅｒｓ　ｋ、Ｕｓｅｒｓ　ｌおよびＵｓｅｒｓ　ｍとして示される、特
定の対応するチャネル上のユーザ数の指示がある。
【００６５】
　[000116]　図１０Ｉは、代替実施形態による、フローを示す図である。この特定の実装
形態では、精密タイミング測定要求メッセージ中の「ｏｆｆｓｅｔ」は、送信ＳＴＡにお
ける（受信ＳＴＡによって送信された）精密タイミング測定要求フレームの受信と送信Ｓ
ＴＡからの応答する精密タイミング測定メッセージの送信との間の持続時間を指定する。
これにより、たとえば、送信ＳＴＡにおける精密タイミング測定要求メッセージの受信に
関するバーストの送信の時間など、他の送信時間までのオフセット持続時間のより厳密な
照合が可能になり得る。さらに、精密タイミング測定要求フレーム中のフィールド「Ｍｉ
ｎ＿ｄｅｌｔａ＿ＦＴＭ」または「Ｍｉｎ＿ｄｅｌｔａ＿Ｔ」のこの特定の実装形態の値
は、次に、送信ＳＴＡにおける肯定応答メッセージの受信および受信ＳＴＡから受信され
た肯定応答メッセージに応答した精密タイミング測定メッセージの送信からの所望のまた
は要求された最小持続時間を指定する。
【００６６】
　[000117]　図１０Ｊは、代替実施形態による、精密タイミング測定要求メッセージのフ
ィールドを示す図である。この特定の実装形態では、フィールド「Ｌｅｎｇｔｈ」の値は
、バイト単位で精密タイミング測定要求メッセージの長さを指定し得る。フィールド「Ｍ
ｉｎ＿ｄｅｌｔａ＿ＦＴＭ」および「Ｏｆｆｓｅｔ」の値は、特に重要または有用である
と見なされ、「Ｌｅｎｇｔｈ」フィールドの直後にき得る。したがって、「Ｌｅｎｇｔｈ
」フィールドは、依然としてフィールド「Ｍｉｎ＿ｄｅｌｔａ＿ＦＴＭ」および「Ｏｆｆ
ｓｅｔ」を含むが、フィールド「Ｂｕｒｓｔ　Ｐｅｒｉｏｄ」、「Ｆｒａｍｅｓ　ｐｅｒ
　Ｂｕｒｓｔ」および「Ｔｉｍｅｏｕｔ」を除外する精密タイミング測定要求メッセージ
の切り捨て（truncation）を指定し得る。図１０Ｋは、図１０Ｌに示す精密タイミング測
定要求メッセージの代替実装形態に示すフィールドの順序による精密タイミング測定フレ
ーム中のトリガフィールドの定義を示す図である。同様に、図１０Ｌは、一実施形態によ
る、図１０Ｌに示す精密タイミング測定要求フレームの代替実装形態に示すフィールドの
順序によるトリガフィールドの定義を含むハイブリッド精密タイミング測定要求メッセー
ジ肯定応答フレーム中のフィールドを含む定義を示す図である。
【００６７】
　[000118]　図１０Ｍは、一実施形態による、精密タイミング測定要求メッセージのフィ
ールドを示す図である。フィールドＭｉｎ＿ｄｅｌｔａ＿ＦＴＭは、連続する精密タイミ
ング測定フレーム間の最小時間を示し得る。フィールドＢｕｒｓｔ　Ｔｉｍｅｏｕｔ中の
値は、受信ＳＴＡ（たとえば、図１０Ｎ中のＳＴＡ２）が電力を節約するためにオフチャ
ネルまたはスリープに移行することが許可され得る持続時間を指定し得る。この値は、た
とえば、Ｂｕｒｓｔ　Ｐｅｒｉｏｄ中に示される値のパーセンテージとしてまたはｍｓの
単位で表され得る。ＦＴＭ１　Ｔｉｍｅｏｕｔの値は、受信ＳＴＡ（たとえば、図１０Ｎ
中のＳＴＡ２）が、精密タイミング測定要求メッセージの送信に続いて第１の精密タイミ
ング測定メッセージを受信するのをどのくらいの時間待つべきかを示し得る。フィールド
ＭＣＳ中の値は、精密タイミング測定を与えるための変調およびコーディング方式を示し
得る。例示的な一実装形態では、より大きい変調およびコーディング方式は、ロバスト性
が低く、再送信が必要になる可能性が高いより短いフレームを示し得る。ＢＷの値は、精
密タイミング測定フレームを送信すべき帯域幅を示し得る（たとえば、２０ＭＨｚ、４０
ＭＨｚ、８０ＭＨｚまたは１６０ＭＨｚを指定する）。
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【００６８】
　[000119]　図１０Ｎは、一代替実施形態による、メッセージフローを示す図である。こ
こで、図１０Ｍに示した精密タイミング測定要求メッセージのＢｕｒｓｔ　Ｏｆｆｓｅｔ
フィールド中の値によって決定される、送信ＳＴＡにおける精密タイミング測定要求メッ
セージの受信から精密タイミング測定要求メッセージに応答した精密タイミング測定メッ
セージのバースト中での最初の精密タイミング測定メッセージの送信までのオフセットが
決定され得る。受信ＳＴＡはまた、すでに指摘したようにバースト中での精密タイミング
測定メッセージと肯定応答との交換に少なくとも部分的に基づいてラウンドトリップ時間
を計算し得る。
【００６９】
　[000120]　ＳＴＡは、ブロードキャストフレームまたは個々にアドレス指定されたフレ
ームとして精密タイミング測定要求フレームを送信し得る。ＦＴＭをサポートし、ブロー
ドキャスト精密タイミング測定要求フレームを受信するＳＴＡが、精密タイミング測定要
求メッセージ中に含まれるパラメータを受け入れない場合、ＳＴＡは、精密タイミング測
定応答フレームのみを送り得る。
【００７０】
　[000121]　精密タイミング測定の交換をサポートし、個々にアドレス指定された精密タ
イミング測定要求メッセージを受信するＳＴＡは、精密タイミング測定フレームで応答し
得る。新しい精密タイミング測定要求フレームの受信が成功したとき、ＳＴＡは、前に受
信されたあらゆる精密タイミング測定要求フレームを新しいフレームでオーバーライドし
得る。精密タイミング測定要求メッセージ中に含まれるすべての精密タイミング測定パラ
メータサブ要素が送信ＳＴＡ上で正常に構成されている場合、送信ＳＴＡは、精密タイミ
ング測定応答フレーム中に、成功を示す単一の精密タイミング測定ステータスサブ要素を
含め得る。構成が成功したとき、送信ＳＴＡは、精密タイミング測定要求フレームパラメ
ータに少なくとも部分的に基づいて精密タイミング測定フレームを送信することを開始し
得る。１つまたは複数の精密タイミング測定パラメータサブ要素が送信ＳＴＡにおいて正
常に構成されなかった場合、送信ＳＴＡは、以下で説明するようにサブ要素ＩＤと、ステ
ータス値と、対応する精密タイミング測定パラメータサブ要素とを示す、失敗したサブ要
素ごとの精密タイミング測定ステータスサブ要素を精密タイミング測定応答フレーム中に
含め得る。
【００７１】
　[000122]　図１０Ｏは、一実施形態による、精密タイミング測定要求メッセージのフィ
ールドを示す図である。ここで、フィールド「Ｄｉａｌｏｇ　Ｔｏｋｅｎ」は、特定の宛
先ＭＡＣアドレスに送信された精密タイミング測定要求メッセージの中の送信された精密
タイミング測定要求メッセージに特有のものである非ゼロ値を示し得る。これにより、精
密タイミング測定要求メッセージに応答しているＳＴＡは、応答メッセージがそれのＤｉ
ａｌｏｇ　Ｔｏｋｅｎとして非ゼロ値を用いて精密タイミング測定要求メッセージに応答
していることを示すために応答メッセージ中に同じ非ゼロ値を含めることが可能になり得
る。ＦＴＭ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓは、測定値をどのように取得
すべきかを示すために複数のフィールドを含み得る。特定の例、実装形態では、図１０Ｐ
に、ＦＴＭ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓをフィールド「Ｌｅｎｇｔｈ
」～「ＦＴＭ１　Ｔｉｍｅｏｕｔ」として示す。
【００７２】
　[000123]　フィールドＦＴＭ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｃｈａｎｎｅｌｓは、精密タイ
ミング測定要求メッセージへの応答メッセージ中で送信される精密タイミング測定メッセ
ージの送信のために所望の周波数チャネルを指定し得る。これは、図１０Ｍの精密タイミ
ング測定要求メッセージ中のフィールドＢＷの代替物として実装され得る。フィールドＦ
ＴＭ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅは、精密タイミ
ング測定要求メッセージに応答して精密タイミング測定メッセージを送信するための所望
のデータレートを示し得る。
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【００７３】
　[000124]　図１０Ｐおよび図１０Ｑに示す精密タイミング測定要求メッセージは、送信
ＳＴＡによって与えられるべき精密タイミング測定メッセージの要求バースト数を指定す
るフィールド「Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ｂｕｒｓｔｓ」を含む。図１０Ｑおよび図１０Ｒに
、図１０Ｐおよび図１０Ｓに示した精密タイミング測定要求メッセージのフィールドの実
装形態による、それぞれ、受信ＳＴＡおよび送信ＳＴＡによって行われ得るアクションを
説明する。ブロック９５２において、受信ＳＴＡは、精密タイミング測定要求メッセージ
に応答して送信ＳＴＡによって送信されるべき精密タイミング測定メッセージのバースト
数を指定する少なくとも１つのフィールドを備える精密タイミング測定要求メッセージを
送信ＳＴＡに送信し得る。ブロック９５４において、受信ＳＴＡは、送信ＳＴＡから、ブ
ロック９５２において受信された精密タイミング測定要求メッセージ中に示されたバース
トの指定数に少なくとも部分的に基づいて１つまたは複数の精密タイミング測定メッセー
ジを受信し得る。
【００７４】
　[000125]　ブロック９６２において、送信ＳＴＡは、（たとえば、精密タイミング測定
要求メッセージに応答して送信ＳＴＡによって送信されるべき精密タイミング測定メッセ
ージのバースト数を指定する少なくとも１つのフィールドを含む）ブロック９５２におい
て送信された精密タイミング測定要求メッセージなどの精密タイミング測定要求メッセー
ジを受信することをメイする。ブロック９６４において、送信ＳＴＡは、次いで、ブロッ
ク９６２における精密タイミング測定要求メッセージの受信に応答して受信ＳＴＡに少な
くとも１つの精密タイミング測定メッセージを送信し得る。
【００７５】
　[000126]　一実施形態による、受信ＳＴＡなどの別のＳＴＡに精密タイミング測定要求
メッセージを送信するＳＴＡは、「開始ＳＴＡ」と呼ばれることがある。同様に、送信Ｓ
ＴＡなど、精密タイミング測定要求メッセージに応答して精密タイミング測定メッセージ
を与えるＳＴＡは、「応答ＳＴＡ」と呼ばれることがある。
【００７６】
　[000127]　すでに指摘したように、開始ＳＴＡは、精密タイミング測定要求メッセージ
中のフィールドを変化および／または適合させ得る。図１０Ｓは、特定の代替実施形態に
よる、「Ｓｕｂｅｌｅｍｅｎｔ　ＩＤ」フィールドに続く、精密タイミング測定要求メッ
セージ中の「ＦＴＭ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ」（たとえば、Ｎｕ
ｍｂｅｒ　ｏｆ　ｂｕｒｓｔｓ、Ｆｒａｍｅｓ　ｐｅｒ　Ｂｕｒｓｔ、Ｂｕｒｓｔ　Ｔｉ
ｍｅｏｕｔ、Ｂｕｒｓｔ　Ｐｅｒｉｏｄ、Ｍｉｎ＿ｄｅｌｔａ＿ＦＴＭ、ＦＴＭ１　Ｔｉ
ｍｅｏｕｔなど、精密タイミング測定の配信を特徴づけるフィールド中のパラメータ）を
構成するフィールドを示す図である。フィールド「Ｓｕｂｅｌｅｍｅｎｔ　ＩＤ」により
、開始ＳＴＡは、精密タイミング測定要求メッセージ中のフィールドを変化および／また
は適合させることが可能になり得る。これにより、精密タイミング測定要求メッセージを
受信する応答ＳＴＡは、受信された精密タイミング測定要求メッセージ中のフィールドを
適切にパースすることが可能になり得る。以下の表Ｉに示されているように、特定の実装
形態では、Ｓｕｂｅｌｅｍｅｎｔ　ＩＤの「１」の値は、ＦＴＭ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ
　Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓを含むべきであることを示し得る。Ｓｕｂｅｌｅｍｅｎｔ　ＩＤ
の「２」の値は、ＦＴＭ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｃｈａｎｎｅｌｓ（たとえば、精密タ
イミング測定メッセージを送信することが要求される周波数チャネル）が精密タイミング
測定要求メッセージ中に含まれることと、ＦＴＭ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒａｍｅ
ｔｅｒｓとＦＴＭ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅと
が除外されるべきであることとを示し得る。Ｓｕｂｅｌｅｍｅｎｔ　ＩＤの「４」の値は
、ＦＴＭ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅが精密タイ
ミング測定要求メッセージ中に含まれるべきであることと、ＦＴＭ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏ
ｎ　ＣｈａｎｎｅｌｓとＦＴＭ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｄａｔａ
　Ｒａｔｅとが除外されるべきであることとを示し得る。これを、特定の例による以下の
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表ＩおよびＩＩに要約する。
【００７７】
【表１】

【００７８】
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【表２】

【００７９】
　[000128]　図１０Ｔは、一実施形態による、精密タイミング測定フレームを構成するフ
ィールドを示す図である。すでに指摘したように、フィールド「Ｄｉａｌｏｇ　Ｔｏｋｅ
ｎ」の値は、精密タイミング測定フレームが応答している特定の精密タイミング要求メッ
セージを示し得る。図１０Ｕの特定の実装形態では、精密タイミング測定フレームは、精
密タイミング測定フレームが送信された直近の精密タイミング測定要求メッセージを指定
するフィールド「Ｆｏｌｌｏｗ－ｕｐ　Ｄｉａｌｏｇ　Ｔｏｋｅｎ」をさらに含み得る。
【００８０】
　[000129]　フィールドＦＴＭ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｃｈａｎｎｅｌ中の値は、精密
タイミング測定メッセージを送信するために選択された周波数チャネルを示し得、フィー
ルドＦＴＭ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅ中の値は
、選択されたデータレートを示し得る。フィールド「ＦＴＭ　Ｓｔａｔｕｓ」中の値は、
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応答メッセージが応答している要求のステータスを示し得る。ＦＴＭ　Ｓｔａｔｕｓフィ
ールドの例示的な値と説明を以下の表ＩＩＩに示す。
【００８１】
【表３】

【００８２】
　[000130]　ＦＴＭ　Ｓｔａｔｕｓサブ要素は、Ｓｕｃｃｅｓｓ、Ｆａｉｌ、Ｒｅｆｕｓ
ｅｄ、およびＩｎｃａｐａｂｌｅの４つの可能なステータス値を有する。開始ＳＴＡが、
Ｓｕｃｃｅｓｓ以外の何かを示すＦＴＭ　Ｓｔａｔｕｓをもつ精密タイミング測定フレー
ムを受信する場合、開始ＳＴＡは、元の精密タイミング測定要求メッセージが処理されな
かったと仮定し、どの構成も応答ＳＴＡに対して効果がなかったと仮定し得る。ここで、
開始ＳＴＡは、戻されたステータス値に基づいて適切なアクションをとり得る。
【００８３】
　[000131]　ＦＴＭ　ＳｔａｔｕｓがＦａｉｌの場合、応答ＳＴＡが、現在の精密タイミ
ング測定要求メッセージより前に正常に構成されており、それらのパラメータに基づいて
精密タイミング測定フレームを引き続き送信する場合、応答ＳＴＡは、応答ＳＴＡによっ
て採用されている現在のＦＴＭ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓサブ要素値に従って応答し得る。
応答ＳＴＡが、以前に構成された値を有しない場合、応答ＳＴＡは、応答ＳＴＡがサポー
トすることが可能である特定のＦＴＭ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓサブ要素に従って応答し得
る。また、開始ＳＴＡは、元の要求を再試行するか、または代替要求を送り得る。
【００８４】
　[000132]　ＦＴＭ　ＳｔａｔｕｓがＩｎｃａｐａｂｌｅの場合、応答ＳＴＡは、それが
サポートすることが可能である特定のＦＴＭ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓサブ要素を適用し得
る。したがって、開始ＳＴＡは、前の精密タイミング測定要求メッセージに一致する別の
精密タイミング測定要求メッセージを送らないことがあり、一方、（たとえば、ＩＥＥＥ
規格８０２．１１アクセスポイントとして実装された）応答ＳＴＡは、同じ基本サービス
セット（ＢＳＳ）に関連付けられる。開始ＳＴＡは、代替精密タイミング測定要求メッセ
ージを送信し得る。
【００８５】
　[000133]　ＦＴＭ　ＳｔａｔｕｓがＲｅｆｕｓｅの場合、応答ＳＴＡは、それがサポー
トすることが可能であるＦＴＭ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓサブ要素を組み込み得る。したが
って、開始ＳＴＡは、代替精密タイミング測定要求メッセージを送り得る。
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【００８６】
　[000134]　ＦＴＭ　Ｓｔａｔｕｓ指示の代替実装形態を以下の表ＩＶに示す。ここで、
ステータスフィールド中の「２」の値は、精密タイミング測定要求メッセージに応答して
精密タイミング測定メッセージを与えることの実行中に、精密タイミング測定要求メッセ
ージ中の１つまたは複数のフィールドをオーバーライドすべきであることを示す。
【００８７】
【表４】

【００８８】
　[000135]　図１０Ｖに、「Ｔｒａｎｓｍｉｔ　Ｐｏｗｅｒ」、「Ａｎｔｅｎｎａ　Ｇａ
ｉｎ」および「Ａｎｔｅｎｎａ　ＩＤ」を指定するフィールドを含む精密タイミング測定
要求メッセージ肯定応答の例示的なフィールドを示す。Ｔｒａｎｓｍｉｔ　Ｐｏｗｅｒフ
ィールドは、符号付き整数として、長さが１オクテットの、ｄＢｍの単位で報告される精
密タイミング測定メッセージを送信するために送信ＳＴＡによって使用されている送信電
力を指定し得る。ここで、値、たとえば、１２８は、精密タイミング測定メッセージを送
信するための送信電力が未知であることを示し得る。Ａｎｔｅｎｎａ　Ｇａｉｎフィール
ドは、精密タイミング測定メッセージを送信するために送信ＳＴＡにおいて採用されるア
ンテナのピークアンテナ利得をｄＢｉ単位で指定し得る。Ａｎｔｅｎｎａ　ＩＤフィール
ドは、精密タイミング測定メッセージの送信で送信ＳＴＡにおいて使用されるアンテナの
識別子を指定し得る。Ａｎｔｅｎｎａ　ＩＤ中に指定される値の有効範囲は、１～２５４
であり得る。フィールドＡｎｔｅｎｎａ　ＩＤ中の０の値は、アンテナ識別子が未知であ
ることを示し得る。
【００８９】
　[000136]　一実施形態によれば、たとえば、測位演算において使用するための測定値を
送信ＳＴＡが与える有用性を評価するために、受信ＳＴＡが、送信ＳＴＡの相対高度を決
定することが望ましいことがある。たとえば、送信ＳＴＡと受信ＳＴＡとが気圧センサー
（barometric pressure sensor）を備え得る。受信ＳＴＡに送信ＳＴＡにおいて取得され
た気圧測定値を与えることにより、受信ＳＴＡは、受信ＳＴＡに対する送信ＳＴＡの高度
を概算することが可能になり得る。図１７に、３４ビットの「Ｐｒｅｓｓｕｒｅ」フィー
ルドを含む精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答のフィールドを示す。図１８に、
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分解能（resolution）を指定する６ビット部分と、少数部分を指定する第２の部分と、整
数部分を指定する第３の部分とを備える特定の実装形態によるそのようなＰｒｅｓｓｕｒ
ｅフィールドのフォーマットを示す。ただし、これは気圧を指定するための例示的なフォ
ーマットにすぎず、請求する主題がこの点について限定されないことを理解されたい。
【００９０】
　[000137]　すでに指摘したように、特定の実装形態によれば、受信ＳＴＡは、たとえば
、ＲＴＴを計算するためのタイムスタンプ値に基づいてタイムスタンプ値および／または
測定値を取得し得る。さらに追加の実装形態では、受信ＳＴＡは、（たとえば、送信ＳＴ
Ａによって送信された精密タイミング測定メッセージに応答して送信された肯定応答メッ
セージ中で）送信ＳＴＡとこれらのタイムスタンプ値および／または測定値を共有し得る
。図１３に、取得されたタイムスタンプ値および／または測定値を送信ＳＴＡと共有する
か、またはそれを送信ＳＴＡに与える受信ＳＴＡの意思を示す（現在図示の実施形態にお
いてシングルビットとして示されている）少なくとも１つのフィールドを含む精密タイミ
ング測定要求メッセージのフィールドを示す。特定の実装形態では、受信ＳＴＡが、精密
タイミング測定要求メッセージ中で、タイムスタンプおよび／またはタイムスタンプから
導出された測定値を共有する意思がないことを示す場合、（たとえば表ＩＩＩおよびＩＶ
中の可能なステータス指示に加えての、またはそれの代わりの）送信ＳＴＡからの追加の
イベント報告ステータス指示は、精密タイミング測定メッセージを与えることに対する拒
絶を示し得る。
【００９１】
　[000138]　特定のシナリオでは、応答ＳＴＡは、（たとえば、異なる開始ＳＴＡから送
信された）異なる精密タイミング測定要求メッセージから競合する要求を受信することを
メイする。ここで、応答ＳＴＡは、１）応答ＳＴＡに明確にアドレス指定された精密タイ
ミング測定要求フレーム、２）ブロードキャストされた精密タイミング測定要求フレーム
のように最高優先順位から最低優先順位までの特定の序列に従って異なる競合する精密タ
イミング測定要求メッセージに応答し得る。応答ＳＴＡが、前の精密タイミング測定要求
メッセージと同じかまたはそれよりも高い優先順位の新しい精密タイミング測定要求フレ
ームを受信する場合、応答ＳＴＡは、前の構成を消去し、最新の精密タイミング測定要求
メッセージ中の新しいパラメータを適用し始め得る。
【００９２】
　[000139]　精密タイミング測定要求フレーム中に含まれるＦＴＭ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏ
ｎ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅサブ要素は、応答ＳＴＡが精密タイミング
測定フレームを送信すべきターゲットデータレートを示し得る。精密タイミング測定要求
フレーム中に含まれるＦＴＭ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｄａｔａ　
Ｒａｔｅは、基本データレートセットにおいて定義されているデータレートを示し得る。
ＦＴＭ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓサブ要素中に含まれるＩｎｄｉｃ
ａｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ａｄｄｒｅｓｓアドレスフィールドは、同じ拡張サー
ビスセット（ＥＳＳ）中のすべてのＡＰにわたって共有される、ＩＥＥＥ規格８０２．１
１において定義されているマルチキャストのローカルに管理されたＩＥＥＥ　ＭＡＣアド
レスを備え得る。応答ＳＴＡは、ワイルドカードＢＳＳ識別子（ＢＳＳＩＤ）に設定され
たＢＳＳＩＤフィールドをもつＩｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ａｄｄｒｅ
ｓｓに精密タイミング測定フレームを送信し得る。開始ＳＴＡは、ＥＳＳのために構成さ
れたＩｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ａｄｄｒｅｓｓフィールドにアドレス
指定されていない精密タイミング測定フレームを破棄し得る。
【００９３】
　[000140]　特定の実装形態では、非ＡＰ　ＳＴＡは、以下の理由のいずれかにより、精
密タイミング測定フレームの送信を終了し得る。
ａ．非ＡＰ　ＳＴＡが、それが現在関連付けられているＳＴＡから、０の間隔を指定する
ＦＴＭ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓサブ要素をもつＦＴＭ　Ｐａｒａ
ｍｅｔｅｒｓ要素を含む精密タイミング測定要求フレームを受信した、
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ｂ．非ＡＰ　ＳＴＡが、非ＡＰ　ＳＴＡにおいて受信された精密タイミング測定要求フレ
ーム中で送信されたＦＴＭ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ要素中に含まれるｅｓｓＤｅｔｅｃｔ
ｉｏｎＩｎｔｅｒｖａｌ値によって指定された期間の間に、非ＡＰ　ＳＴＡを最初に構成
した同じＥＳＳに属するビーコンフレームを検出することに失敗した、
ｃ．非ＡＰ　ＳＴＡが、何らかの理由で、電源切断を含めて、それを構成したＥＳＳから
関連付けを解除されたか、または異なるＥＳＳによって構成されている、あるいは
ｄ．独立基本サービスセット（ＩＢＳＳ）中で、非ＡＰ　ＳＴＡが、ＩＢＳＳを形成した
他方ＳＴＡにそれがもはや接続されていないことを検出した。
【００９４】
　[000141]　図１４に、一実装形態による、精密タイミング測定要求メッセージの特定の
実装形態に従って精密タイミング指示パラメータを指定し得るフィールドを示す。ここで
、８ビットフィールドは、精密タイミング測定要求メッセージに応答して精密タイミング
測定メッセージを送信する際に使用されるべき所望の帯域幅を示す要求された「ＦＴＭ　
ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｐａｃｉｎｇ」を示す。精密タイミング測定要求メッセージに示され
ているようにより大きいチャネル間隔により、精密タイミング測定要求フレームに応答し
て送信される精密タイミング測定中での対応より高い精度のまたはより高い正確さの測定
値の送信が可能になり得る。精密タイミング測定チャネル間隔の例示的な８ビット符号化
を、図１５Ａの表に示し、ここで、下の行に「ＦＴＭ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｐａｃｉｎｇ
」フィールドの可能な値を示し、上の行に、対応する精密タイミング測定チャネル間隔を
ＭＨｚ単位で示す。精密タイミング測定チャネル間隔の代替例を図１５Ｂの表に示し、こ
こで、符号化タイプも指定し得る。たとえば、チャネル間隔値１２、１３および１４は、
２０．０ＭＨｚを指定するが、それぞれ、（たとえば、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａまた
は８０２．１１ｇのための）非ＨＴ符号化、（たとえば、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ｎの
ための）ＨＴ符号化または（たとえば、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｃのための）ＶＨＴ
符号化を示す。同様に、チャネル間隔値１８および１９は、４０．０ＭＨｚを指定するが
、それぞれ、ＨＴ符号化およびＶＨＴ符号化を示す。同様に、チャネル間隔値２０は、さ
らに、８０．０ＭＨｚおよびＶＨＴ符号化を指定し、一方、チャネル間隔値２１は、８０
＋８０ＭＨｚおよびＶＨＴ符号化を指定する。
【００９５】
　[000142]　図２０に、一実施形態による、所望の構成を広告するために第１のＳＴＡか
ら第２のＳＴＡへのフレームまたはメッセージ中に実装され得るフィールドのためのフォ
ーマットを示す。特定の一実装形態では、図２０の１つまたは複数のフィールドは、精密
タイミング測定要求フレーム中に含まれ得る。別の実装形態では、図２０の１つまたは複
数のフィールドは、精密タイミング測定要求メッセージに応答して送信される最初の精密
タイミング測定メッセージ中に含まれ得る。上記のように、フィールド「Ｌｅｎｇｔｈ」
は、メッセージまたはフレーム中のＬｅｎｇｔｈフィールドに続くべきバイト数またはオ
クテット数を示し得る。
【００９６】
　[000143]　精密タイミング測定フレーム中に実装されフィールド「Ｖａｌｕｅ」と組み
合わせたフィールド「Ｓｔａｔｕｓ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」は、精密タイミング測定要
求フレームに応答して結果を与え得る。フィールド「Ｓｔａｔｕｓ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏ
ｎ」は、たとえば、以下の表Ｖに示す値を有し得る。Ｓｔａｔｕｓ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏ
ｎ中の値が「４」に設定される場合、フィールドＶａｌｕｅは、フィールドＳｔａｔｕｓ
　ＩｎｄｉｃａｔｉｏｎとＶａｌｕｅの組合せの５つの最下位ビット（ＬＳＢ）を占有し
得る。
【００９７】
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【表５】

【００９８】
　[000144]　フィールド「Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ｂｕｒｓｔｓ　Ｅｘｐｏｎｅｎｔ」は、
フィールド「Ｓｔａｔｕｓ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」に続くバイトまたはオクテットの４
つのＬＳＢを占有し得る。これは、（たとえば、精密タイミング測定要求フレーム中の場
合）複数のバースト（たとえば、２×）が要求されていること、または（たとえば、精密
タイミング測定メッセージ中に含まれる場合）それが割り振られていることを示し得る。
精密タイミング測定要求メッセージのＮｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ｂｕｒｓｔｓ　Ｅｘｐｏｎｅ
ｎｔフィールド中の「１５」の値は、開始ＳＴＡによる選好がないことを示し得る。
【００９９】
　[000145]　すでに指摘したように、フィールド「Ｂｕｒｓｔ　Ｔｉｍｅｏｕｔ」は、バ
ーストインスタンスの持続時間を示し得る。特定の非限定的な例のためのフィールドＢｕ
ｒｓｔ　Ｔｉｍｅｏｕｔの可能な値を以下の表ＶＩに示す。
【０１００】
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【表６】

【０１０１】
　[000146]　すでに指摘したように、フィールド「Ｍｉｎ＿ｄｅｌｔａ＿ＦＴＭ」は、精
密タイミング測定フレームの開始から後続の精密タイミング測定フレームの開始までに測
定され得る、精密タイミング測定フレームのバースト中での連続する精密タイミング測定
フレーム間の最小時間を示し得る。単位は、１００μ秒で表され得、「０」の値は、（た
とえば、精密タイミング測定要求フレーム中に開始ＳＴＡによって指定される場合）選好
がないことを示し得る。
【０１０２】
　[000147]　すでに指摘したように、フィールド「Ｂｕｒｓｔ　Ｏｆｆｓｅｔ」は、（た
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とえば、ミリ秒の単位で表される）最初の精密タイミング測定要求フレームの受信と最初
のバーストインスタンスの開始との間の持続時間を示し得る。（たとえば、開始ＳＴＡか
らの）精密タイミング測定要求メッセージ中のＢｕｒｓｔ　Ｏｆｆｓｅｔの０の値は、「
できるだけ速く」を示し得る。（たとえば、開始ＳＴＡからの）精密タイミング測定要求
メッセージ中のＢｕｒｓｔ　Ｏｆｆｓｅｔの６５５３５の値は、選好がないことを示し得
る。
【０１０３】
　[000148]　フィールドＦＴＭｓ　ｐｅｒ　Ｂｕｒｓｔは、精密タイミング測定のバース
トのため測定数を示し得る。
【０１０４】
　[000149]　図１１は、一実施形態による、モバイルデバイスの概略図である。モバイル
デバイス１００（図１）は、図１１に示されたモバイルデバイス１１００の１つまたは複
数の特徴を備え得る。いくつかの実施形態では、モバイルデバイス１１００はまた、ワイ
ヤレス通信ネットワーク上でワイヤレスアンテナ１１２２を介してワイヤレス信号１１２
３を送信および受信することが可能なワイヤレストランシーバ１１２１を備え得る。ワイ
ヤレストランシーバ１１２１は、ワイヤレストランシーババスインターフェース１１２０
によってバス１１０１に接続され得る。ワイヤレストランシーババスインターフェース１
１２０は、いくつかの実施形態では、ワイヤレストランシーバ１１２１に少なくとも部分
的に統合され得る。いくつかの実施形態は、たとえば、ほんの数例を挙げると、ＩＥＥＥ
規格８０２．１１のバージョン、ＣＤＭＡ、ＷＣＤＭＡ（登録商標）、ＬＴＥ、ＵＭＴＳ
、ＧＳＭ（登録商標）、ＡＭＰＳ、Ｚｉｇｂｅｅ（登録商標）およびＢｌｕｅｔｏｏｔｈ
など、対応する複数のワイヤレス通信規格に従って信号を送信および／または受信するこ
とを可能にするために、複数のワイヤレストランシーバ１１２１とワイヤレスアンテナ１
１２２とを含み得る。
【０１０５】
　[000150]　モバイルデバイス１１００はまた、ＳＰＳアンテナ１１５８を介してＳＰＳ
信号１１５９を受信および獲得することが可能なＳＰＳ受信機１１５５を備え得る。ＳＰ
Ｓ受信機１１５５はまた、モバイルデバイス１０００のロケーションを推定するための獲
得されたＳＰＳ信号１１５９を全体的にまたは部分的に処理し得る。いくつかの実施形態
では、汎用プロセッサ１１１１、メモリ１１４０、ＤＳＰ１１１２および／または専用プ
ロセッサ（図示せず）はまた、ＳＰＳ受信機１１５５と併せて、獲得されたＳＰＳ信号を
全体的にまたは部分的に処理し、および／あるいはモバイルデバイス１１００の推定ロケ
ーションを計算するために利用され得る。測位動作を実行する際に使用するためのＳＰＳ
または他の信号の記憶は、メモリ１１４０またはレジスタ（図示せず）内で実行され得る
。
【０１０６】
　[000151]　同じく図１１に示すように、モバイルデバイス１１００は、バスインタ－フ
ェース１１１０によってバス１１０１に接続されたデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）１
１１２と、バスインタ－フェース１１１０によってバス１１０１に接続された汎用プロセ
ッサ１１１１と、メモリ１１４０とを備え得る。バスインタ－フェース１１１０は、ＤＳ
Ｐ１１１２、汎用プロセッサ１１１１およびメモリ１１４０と統合され得る。様々な実施
形態では、ほんの数例を挙げると、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＦＬＡＳＨ、またはディスクドライ
ブなど、コンピュータ可読記憶媒体上になど、メモリ１１４０に記憶された１つまたは複
数の機械可読命令の応答実行で、機能が実行され得る。１つまたは複数の命令は、汎用プ
ロセッサ１１１１、専用プロセッサ、またはＤＳＰ１１１２によって実行可能であり得る
。メモリ１１４０は、本明細書で説明する機能を実行するためにプロセッサ１１１１およ
び／またはＤＳＰ１１１２によって実行可能であるソフトウェアコード（プログラミング
コード、命令など）を記憶する非一時的プロセッサ可読メモリおよび／またはコンピュー
タ可読メモリを備え得る。特定の実装形態では、ワイヤレストランシーバ１１２１は、上
記で説明したように、モバイルデバイス１１００をワイヤレスＳＴＡとして構成するのを
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可能にするために、バス１１０１を通して汎用プロセッサ１１１１および／またはＤＳＰ
１１１２と通信し得る。汎用プロセッサ１１１１および／またはＤＳＰ１１１２は、図５
Ｂ、図５Ｃ、図５Ｄ、図５Ｅ、図６Ｂ、図６Ｃ、図６Ｄ、図６Ｅ、図６Ｆ、図６Ｇ、図６
Ｈ、図６Ｉ、図６Ｊ、図６Ｋ、図６Ｌ、図６Ｍ、図９Ｂ、図９Ｃ、図１０Ｑおよび図１０
Ｒに関して上記で説明したプロセスの１つまたは複数の態様を実行するために命令を実行
し得る。
【０１０７】
　[000152]　やはり図１１に示されるように、ユーザインターフェース１１３５は、いく
つか例を挙げると、たとえば、スピーカー、マイクロフォン、ディスプレイデバイス、振
動デバイス、キーボード、タッチスクリーンなどのいくつかのデバイスのうちのいずれか
を備え得る。特定の実装形態では、ユーザインターフェース１１３５は、ユーザがモバイ
ルデバイス１１００上にホストされた１つまたは複数のアプリケーションと対話すること
を可能にし得る。たとえば、ユーザインターフェース１１３５のデバイスは、ユーザから
のアクションに応答してＤＳＰ１１１２または汎用／アプリケーションプロセッサ１１１
１によってさらに処理されるべきアナログ信号またはデジタル信号をメモリ１１４０上に
記憶し得る。同様に、モバイルデバイス１１００上にホストされたアプリケーションは、
出力信号をユーザに提示するためにアナログまたはデジタル信号をメモリ１１４０に記憶
し得る。別の実装形態では、モバイルデバイス１１００は、たとえば、専用スピーカー、
マイクロフォン、デジタルアナログ回路、アナログデジタル回路、増幅器および／または
利得制御を備える専用オーディオ入出力（Ｉ／Ｏ）デバイス１１７０を随意に含み得る。
ただし、これは、オーディオＩ／Ｏがモバイルデバイスにおいてどのように実装され得る
かの一例にすぎず、請求する主題はこの点について限定されないことを理解されたい。別
の実装形態では、モバイルデバイス１１００は、キーボードまたはタッチスクリーンデバ
イスにタッチすること、またはそれに対する圧力（pressure）に応答するタッチセンサー
１１６２を備え得る。
【０１０８】
　[000153]　モバイルデバイス１１００はまた、静止画または動画をキャプチャするため
の専用カメラデバイス１１６４を備え得る。専用カメラデバイス１１６４は、たとえば、
ほんの数例を挙げると、イメージングセンサー（たとえば、電荷結合デバイスまたはＣＭ
ＯＳイメージャ）、レンズ、アナログデジタル回路、フレームバッファを備え得る。一実
装形態では、キャプチャされた画像を表す信号の追加の処理、調整、符号化または圧縮が
、汎用／アプリケーションプロセッサ１１１１または（１つまたは複数の）ＤＳＰ１１１
２において実行され得る。代替的に、専用ビデオプロセッサ１１６８が、キャプチャされ
た画像を表す信号の調整、符号化、圧縮、または操作を実行し得る。さらに、専用ビデオ
プロセッサ１１６８は、モバイルデバイス１１００上のディスプレイデバイス（図示せず
）上での提示のために記憶された画像データを復号／復元し得る。
【０１０９】
　[000154]　モバイルデバイス１１００は、たとえば、慣性センサーと環境センサーとを
含み得る、バス１１０１に結合されたセンサー１１６０も備え得る。センサー１１６０の
慣性センサーは、（たとえば、１つもしくは複数のコンパスアプリケーションをサポート
するために）たとえば、（たとえば、３次元のモバイルデバイス１１００の加速度にまと
めて応答する）加速度計、１つもしくは複数のジャイロスコープまたは１つもしくは複数
の磁力計を備え得る。モバイルデバイス１１００の環境センサーは、たとえば、ほんの数
例を挙げると、温度センサー、気圧センサー、周辺光センサー、カメライメージャ、マイ
クロフォンを備え得る。センサー１１６０は、メモリ１１４０中に記憶され、たとえば、
測位またはナビゲーション動作を対象とするアプリケーションなどの１つまたは複数のア
プリケーションをサポートするＤＰＳまたは汎用／アプリケーションプロセッサ１１１１
によって処理され得るアナログ信号またはデジタル信号を生成し得る。
【０１１０】
　[000155]　特定の実装形態では、モバイルデバイス１１００は、ワイヤレストランシー
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バ１１２１またはＳＰＳ受信機１１５５において受信され、ダウンコンバートされた信号
のベースバンド処理を実行することが可能な専用モデムプロセッサ１１６６を備え得る。
同様に、専用モデムプロセッサ１１６６は、ワイヤレストランシーバ１１２１による送信
のためにアップコンバートされるべき信号のベースバンド処理を実行し得る。代替実装形
態では、専用モデムプロセッサを有する代わりに、ベースバンド処理が汎用プロセッサま
たはＤＳＰ（たとえば、汎用／アプリケーションプロセッサ１１１１またはＤＳＰ１１１
２）によって実行され得る。ただし、これらはベースバンド処理を実行し得る構造の例に
すぎず、請求する主題はこの点について限定されないことを理解されたい。
【０１１１】
　[000156]　図１２は、たとえば、図１に関して上記で説明した技法またはプロセスを実
施するように構成可能な１つもしくは複数のデバイスを含み得る例示的なシステム１８０
０を示す概略図である。システム１８００は、たとえば、ワイヤレス通信ネットワークを
通して互いに動作可能に結合され得る、第１のデバイス１８０２と、第２のデバイス１８
０４と、第３のデバイス１８０６とを含み得る。一態様では、第１のデバイス１８０２は
、たとえば、図示のようにアクセスポイントを備え得る。一態様では、第２のデバイス１
８０４は、アンドアクセスポイントを備え得、第３のデバイス１８０６は、移動局または
モバイルデバイスを備え得る。また、一態様では、デバイス１８０２、１８０４および１
８０２は、たとえば、１つまたは複数のワイヤレスアクセスポイントを備え得るワイヤレ
ス通信ネットワーク中に含まれ得る。ただし、請求する主題はこれらの点で範囲が限定さ
れない。
【０１１２】
　[000157]　図１２に示された第１のデバイス１８０２、第２のデバイス１８０４および
第３のデバイス１８０６は、ワイヤレス通信ネットワークを介してデータを交換するよう
に構成可能であり得る任意のデバイス、機器または機械を表し得る。限定ではなく例とし
て、第１のデバイス１８０２、第２のデバイス１８０４、または第３のデバイス１８０６
のいずれも、たとえば、デスクトップコンピュータ、ラップトップコンピュータ、ワーク
ステーション、サーバデバイスなど、１つまたは複数のコンピューティングデバイスまた
はプラットフォーム、たとえば、携帯情報端末、モバイル通信デバイスなど、１つまたは
複数のパーソナルコンピューティングまたは通信デバイスまたはアプライアンス、たとえ
ば、データベースまたはデータ記憶サービスプロバイダ／システム、ネットワークサービ
スプロバイダ／システム、インターネットまたはイントラネットサービスプロバイダ／シ
ステム、ポータルまたは検索エンジンサービスプロバイダ／システム、ワイヤレス通信サ
ービスプロバイダ／システムなど、コンピューティングシステムまたは関連するサービス
プロバイダ機能、あるいはそれらの任意の組合せを含み得る。第１のデバイス１８０２、
第２のデバイス１８０４、および第３のデバイス１８０６のいずれも、本明細書で説明す
る例によれば、アクセスポイントまたはモバイルデバイスのうちの１つまたは複数を備え
得る。
【０１１３】
　[000158]　同様に、図１２に示されるワイヤレス通信ネットワークは、第１のデバイス
１８０２と、第２のデバイス１８０４と、第３のデバイス１８０６とのうちの少なくとも
２つの間でのデータの交換をサポートするように構成可能な１つまたは複数の通信リンク
、プロセス、またはリソースを表す。限定ではなく例として、ワイヤレス通信ネットワー
クは、ワイヤレスまたはワイヤード通信リンク、電話または電気通信システム、データバ
スまたはチャネル、光ファイバー、地上またはスペースビークルリソース、ローカルエリ
アネットワーク、ワイドエリアネットワーク、イントラネット、インターネット、ルータ
またはスイッチなど、あるいはそれらの任意の組合せを含み得る。たとえば、第３のデバ
イス１８０６の部分的に不明瞭にされたものとして示された破線ボックスによって示され
るように、ワイヤレス通信ネットワーク１８０８に動作可能に結合された追加の同様のデ
バイスがあり得る。
【０１１４】



(37) JP 6437533 B2 2018.12.12

10

20

30

40

50

　[000159]　図１２に示された様々なデバイスおよびネットワーク、ならびに本明細書で
さらに説明するプロセスおよび方法の全部または一部は、ハードウェア、ファームウェア
、ソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して、またはさもなければ含めて実
装され得ることを認識されたい。
【０１１５】
　[000160]　したがって、限定ではなく例として、第２のデバイス１８０４は、バス１８
２８を介してメモリ１８２２に動作可能に結合された少なくとも１つの処理ユニット１８
２０を含み得る。
【０１１６】
　[000161]　処理ユニット１８２０は、データコンピューティング手順またはプロセスの
少なくとも一部分を実行するように構成可能な１つまたは複数の回路を表す。限定ではな
く例として、処理ユニット１８２０は、１つまたは複数のプロセッサ、コントローラ、マ
イクロプロセッサ、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路、デジタル信号プロセ
ッサ、プログラマブル論理デバイス、フィールドプログラマブルゲートアレイなど、また
はそれらの任意の組合せを含み得る。
【０１１７】
　[000162]　メモリ１８２２は何らかのデータ記憶機構を表す。メモリ１８２２は、たと
えば、１次メモリ１８２４または２次メモリ１８２６を含み得る。１次メモリ１８２４は
、たとえば、ランダムアクセスメモリ、読取り専用メモリなどを含み得る。この例では処
理ユニット１８２０とは別個であるものとして示されているが、１次メモリ１８２４の全
部または一部は、処理ユニット１８２０内に設けられるか、またはさもなければ処理ユニ
ット１８２０と共設／結合され得ることを理解されたい。特定の一実装形態では、メモリ
１８２２および処理ユニット１８２０は、図５Ｂ、図５Ｃ、図５Ｄ、図５Ｅ、図６Ｂ、図
６Ｃ、図６Ｄ、図６Ｅ、図６Ｆ、図６Ｇ、図６Ｈ、図６Ｉ、図６Ｊ、図６Ｋ、図６Ｌ、図
６Ｍ、図９Ｂ、図９Ｃ、図１０Ｑおよび図１０Ｒに関して上記で説明したプロセスの１つ
または複数の態様を実行するように構成され得る。
【０１１８】
　[000163]　２次メモリ１８２６は、たとえば、１次メモリと同じまたは同様のタイプの
メモリ、あるいは、たとえば、ディスクドライブ、光ディスクドライブ、テープドライブ
、ソリッドステートメモリドライブなど、１つまたは複数のデータストレージデバイスま
たはシステムを含み得る。いくつかの実装形態では、２次メモリ１８２６は、コンピュー
タ可読媒体１８４０を動作可能に受容するか、またはさもなければそれに結合するように
構成可能であり得る。コンピュータ可読媒体１８４０は、たとえば、システム１８００中
のデバイスのうちの１つまたは複数のためにデータ、コードまたは命令を担持するかまた
はアクセス可能にすることができる任意の非一時的媒体を含み得る。コンピュータ可読媒
体１８４０は記憶媒体と呼ばれることもある。
【０１１９】
　[000164]　第２のデバイス１８０４は、たとえば、少なくともアンテナ１８０８を通し
たワイヤレス通信ネットワークへの第２のデバイス１８０４の動作可能な結合を与えるか
、またはさもなければそれをサポートする通信インターフェース１８３０を含み得る。限
定ではなく例として、通信インターフェース１８３０は、ネットワークインターフェース
デバイスまたはカード、モデム、ルータ、スイッチ、トランシーバなどを含み得る。特定
の一実装形態では、通信インターフェース１８３０と組み合わせたアンテナ１８０８は、
図５Ｂ、図５Ｃ、図５Ｄ、図５Ｅ、図６Ｂ、図６Ｃ、図６Ｄ、図６Ｅ、図６Ｆ、図６Ｇ、
図６Ｈ、図６Ｉ、図６Ｊ、図６Ｋ、図６Ｌ、図６Ｍ、図９Ｂ、図９Ｃ、図１０Ｑおよび図
１０Ｒに関して上記で説明したプロセスにおける信号の送信および受信を実装するために
使用され得る。
【０１２０】
　[000165]　第２のデバイス１８０４は、たとえば、入出力デバイス１８３２を含み得る
。入出力デバイス１８３２は、人間もしくは機械の入力を受け入れるか他の形で導入する
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ように構成可能とすることができる１つもしくは複数のデバイスもしくは特徴、または人
間もしくは機械の出力を配送するか他の形で提供するように構成可能とすることができる
１つもしくは複数のデバイスもしくは特徴を表す。限定ではなく例として、入出力デバイ
ス１８３２は、動作可能に構成されたディスプレイ、スピーカー、キーボード、マウス、
トラックボール、タッチスクリーン、データポートなどを含み得る。
【０１２１】
　[000166]　本明細書で使用する「アクセスポイント」という用語は、たとえば、ワイヤ
レスローカルエリアネットワークなどのワイヤレス通信システムにおける通信を容易にす
るために使用される任意のワイヤレス通信局および／またはデバイスを含むように意図さ
れるが、請求する主題の範囲はこの点について限定されない。また、本明細書で使用する
「アクセスポイント」と「ワイヤレス送信機」という用語は、本明細書では互換的に使用
され得る。別の態様では、アクセスポイントは、たとえば、ワイヤレスローカルエリアネ
ットワーク（ＷＬＡＮ）アクセスポイントを備え得る。そのようなＷＬＡＮは、一態様で
は、ＩＥＥＥ規格８０２．１１の１つまたは複数のバージョンと互換性のあるおよび／ま
たはそれに準拠するネットワークを備え得るが、請求する主題の範囲はこの点について限
定されない。ＷＬＡＮアクセスポイントは、たとえば、１つまたは複数のモバイルデバイ
スとインターネットなどのネットワークとの間の通信を与え得る。
【０１２２】
　[000167]　本明細書で使用する「モバイルデバイス」という用語は、変化する位置ロケ
ーションを時々有することがあるデバイスを指す。位置ロケーションの変化は、いくつか
の例として、方向、距離、向きなどに対する変化を備え得る。特定の例では、モバイルデ
バイスは、セルラー電話、ワイヤレス通信デバイス、ユーザ機器、ラップトップコンピュ
ータ、他のパーソナル通信システム（「ＰＣＳ」）デバイス、携帯情報端末（「ＰＤＡ」
）、パーソナルオーディオデバイス（「ＰＡＤ」）、ポータブルナビゲーションデバイス
および／または他のポータブル通信デバイスを備え得る。モバイルデバイスは、機械可読
命令によって制御される機能を実行するように適合されたプロセッサおよび／またはコン
ピューティングプラットフォームをも備え得る。
【０１２３】
　[000168]　本明細書で説明した方法は、特定の例に従って適用例に応じて様々な手段に
よって実装され得る。たとえば、そのような方法は、ハードウェア、ファームウェア、ソ
フトウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。ハードウェア実装形態では、たとえ
ば、処理ユニットは、１つまたは複数の特定用途向け集積回路（「ＡＳＩＣ」）、デジタ
ル信号プロセッサ（「ＤＳＰ」）、デジタル信号処理デバイス（「ＤＳＰＤ」）、プログ
ラマブル論理デバイス（「ＰＬＤ」）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（「ＦＰ
ＧＡ」）、プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、電
子デバイス、本明細書で説明した機能を実行するように設計された他のデバイスユニット
、またはそれらの組合せ内に実装され得る。
【０１２４】
　[000169]　本明細書に含まれる詳細な説明のいくつかの部分は、特定の装置あるいは専
用コンピューティングデバイスまたはプラットフォームのメモリ内に記憶された２値デジ
タル信号に対する演算のアルゴリズムまたは記号表現に関して提示した。この特定の明細
書のコンテキストでは、特定の装置などの用語は、プログラムソフトウェアからの命令に
従って特定の動作を実行するようにプログラムされた汎用コンピュータを含む。アルゴリ
ズムの説明または記号表現は、信号処理または関連技術の当業者が、自身の仕事の本質を
他の当業者に伝達するために使用する技法の例である。アルゴリズムは、本明細書では、
また一般に、所望の結果をもたらす自己無撞着な一連の演算または同様の信号処理である
と考えられる。このコンテキストでは、演算または処理は物理量の物理的操作を伴う。一
般に、必ずしも必要ではないが、そのような量は、記憶、転送、結合、比較、または他の
方法で操作されることが可能な電気信号または磁気信号の形態をとり得る。主に一般的な
用法という理由で、そのような信号をビット、データ、値、要素、記号、文字、項、数、
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数字などと呼ぶことは時々便利であることがわかっている。ただし、これらまたは同様の
用語はすべて、適切な物理量に関連付けられるべきものであり、便利なラベルにすぎない
ことを理解されたい。別段に明記されていない限り、本明細書の説明から明らかなように
、本明細書全体にわたって、「処理する」、「算出する」、「計算する」、「決定する」
などの用語を利用する説明は、専用コンピュータ、専用計算装置または同様の専用電子コ
ンピューティングデバイスなど、特定の装置の動作またはプロセスを指すことを諒解され
たい。したがって、本明細書のコンテキストで、専用コンピュータまたは同様の専用電子
コンピューティングデバイスは、専用コンピュータまたは同様の専用電子コンピューティ
ングデバイスのメモリ、レジスタ、または他の情報記憶デバイス、送信デバイス、あるい
は専用コンピュータまたは同様の専用電子コンピューティングデバイスのディスプレイデ
バイス内の電子的または磁気的な物理量として一般に表される信号を操作または変換する
ことが可能である。
【０１２５】
　[000170]　本明細書で説明するワイヤレス通信技法は、ワイヤレスワイドエリアネット
ワーク（「ＷＷＡＮ」）、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（「ＷＬＡＮ」）、ワ
イヤレスパーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）などの様々なワイヤレス通信ネット
ワークに関連し得る。「ネットワーク」および「システム」という用語は本明細書では互
換的に使用され得る。ＷＷＡＮは、符号分割多元接続（「ＣＤＭＡ」）ネットワーク、時
分割多元接続（「ＴＤＭＡ」）ネットワーク、周波数分割多元接続（「ＦＤＭＡ」）ネッ
トワーク、直交周波数分割多元接続（「ＯＦＤＭＡ」）ネットワーク、シングルキャリア
周波数分割多元接続（「ＳＣ－ＦＤＭＡ」）ネットワーク、または上記のネットワークの
任意の組合せなどであり得る。ＣＤＭＡネットワークは、ほんのいくつかの無線技術を挙
げれば、ｃｄｍａ２０００、広帯域ＣＤＭＡ（「Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標）」）などの１
つまたは複数の無線アクセス技術（「ＲＡＴ」）を実装し得る。ここで、ｃｄｍａ２００
０は、ＩＳ－９５規格、ＩＳ－２０００規格、およびＩＳ－８５６規格に従って実装され
る技術を含み得る。ＴＤＭＡネットワークは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳ
Ｍ：Global System for Mobile Communications）、デジタルアドバンストモバイルフォ
ンシステム（Ｄ－ＡＭＰＳ：Digital Advanced Mobile Phone System）、または何らかの
他のＲＡＴを実装し得る。ＧＳＭおよびＷ－ＣＤＭＡは、「第３世代パートナーシッププ
ロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnership Project）と称する団体からの文
書に記載されている。ｃｄｍａ２０００は、「第３世代パートナーシッププロジェクト２
」（「３ＧＰＰ２」：3rd Generation Partnership Project 2）と称する団体からの文書
に記載されている。３ＧＰＰおよび３ＧＰＰ２の文書は、公に入手可能である。ある態様
では、４Ｇロングタームエボリューション（「ＬＴＥ」）通信ネットワークもまた、特許
請求の範囲に記載された対象に従って実装され得る。ＷＬＡＮはＩＥＥＥ８０２．１１ｘ
ネットワークを備え得、ＷＰＡＮは、たとえば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈネットワーク、ＩＥ
ＥＥ８０２．１５ｘを備え得る。本明細書で説明したワイヤレス通信実装形態はまた、Ｗ
ＷＡＮ、ＷＬＡＮまたはＷＰＡＮの任意の組合せとともに使用され得る。
【０１２６】
　[000171]　別の態様では、前述のように、ワイヤレス送信機またはアクセスポイントは
、セルラー電話サービスを会社または家庭に延長するために利用されるフェムトセルを備
え得る。そのような実装形態では、１つまたは複数のモバイルデバイスは、たとえば、符
号分割多元接続（「ＣＤＭＡ」）セルラー通信プロトコルを介してフェムトセルと通信し
得、フェムトセルは、インターネットなどの別のブロードバンドネットワークを介してよ
り大きいセルラー電気通信ネットワークへのアクセスをモバイルデバイスに与え得る。
【０１２７】
　[000172]　本明細書で説明する技法は、いくつかのＧＮＳＳおよび／またはＧＮＳＳの
組合せのうちのいずれか１つを含むＳＰＳとともに使用され得る。さらに、そのような技
法は、「スードライト（pseudolite）」として働く地上波送信機、またはＳＶとそのよう
な地上波送信機との組合せを利用する測位システムとともに使用され得る。地上波送信機
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は、たとえば、ＰＮコードまたは（たとえば、ＧＰＳまたはＣＤＭＡセルラー信号と同様
の）他のレンジングコードをブロードキャストする地上送信機を含み得る。そのような送
信機には、遠隔受信機による識別を可能にするように一意のＰＮコードが割り当てられ得
る。地上波送信機は、たとえば、トンネルの中、鉱山内、建築物の中、都市ビルの谷間ま
たは他の閉じられたエリア内などの、周回するＳＶからのＳＰＳ信号が利用できないこと
がある状況においてＳＰＳを補強するのに有用であり得る。スードライトの別の実装形態
は無線ビーコンとして知られている。本明細書で使用する「ＳＶ」という用語は、スード
ライト、スードライトの等価物、および場合によっては他のものとして働く地上波送信機
を含むものとする。本明細書で使用する「ＳＰＳ信号」および／または「ＳＶ信号」とい
う用語は、スードライトまたはスードライトの等価物として働く地上波送信機を含む、地
上波送信機からのＳＰＳ様の信号を含むものとする。
【０１２８】
　[000173]　本明細書で使用する「および」、および「または」という用語は、それが使
用される文脈に少なくとも部分的に依存する様々な意味を含み得る。一般に、「または」
がＡ、ＢまたはＣなどのリストを関連付けるために使用される場合、ここで包含的な意味
で使用されるＡ、Ｂ、およびＣを意味し、ならびにここで排他的な意味で使用されるＡ、
ＢまたはＣを意味するものとする。本明細書全体にわたる「一例」または「例」への言及
は、その例に関して説明する特定の特徴、構造、または特性が、請求する主題の少なくと
も１つの例の中に含まれることを意味する。したがって、本明細書全体にわたる様々な箇
所における「一例では」または「例」という句の出現は、必ずしもすべてが同じ例を指す
とは限らない。さらに、それらの特定の特徴、構造、または特性は、１つまたは複数の例
において組み合わされ得る。本明細書で説明した例は、機械、デバイス、エンジン、また
はデジタル信号を使用して動作する装置を含み得る。そのような信号は、電子信号、光信
号、電磁信号、またはロケーション間で情報を与える任意の形態のエネルギーを備え得る
。
【０１２９】
　[000174]　現在例示的な特徴と考えられることについて例示し説明したが、請求する主
題から逸脱することなく、様々な他の変更が行われ得、均等物が代用され得ることが、当
業者には理解されよう。さらに、本明細書で説明された主要な概念から逸脱することなし
に、特定の状況を特許請求の範囲に記載された対象の教示に適応させるために、多くの修
正が行われ得る。したがって、特許請求の範囲に記載された対象は、開示された特定の例
に限定されないが、そのような特許請求の範囲に記載された対象は、添付の特許請求の範
囲に含まれるすべての態様、およびそれらの均等物も含み得ることが意図される。
　以下に、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　第１のワイヤレストランシーバデバイスにおいて、
　第２のワイヤレストランシーバデバイスに精密タイミング測定要求メッセージを送信す
ること、前記精密タイミング測定要求メッセージが、前記第２のワイヤレストランシーバ
デバイスにおける前記精密タイミング測定要求メッセージの受信に応答した前記第２のワ
イヤレストランシーバからの送信のために要求される精密タイミング測定メッセージのバ
ースト中での複数の精密タイミング測定メッセージの送信のための１つまたは複数の態様
を指定する少なくとも１つのフィールドを備える、
　を備える方法。
［Ｃ２］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記複数の精密タイミング測
定メッセージのうちの最初の精密タイミング測定メッセージの送信のための時間オフセッ
トを指定する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記精密タイミング測定要求
メッセージに応答した前記第２のワイヤレストランシーバデバイスからのメッセージの送
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信のための周波数チャネルを指定する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記精密タイミング測定要求メッセージが、複数のビットを定義するトリガフィールド
をさらに備える、前記ビットのうちの少なくとも１つが、前記トリガフィールド以外の少
なくとも１つのフィールド中の値が有効であるまたは容認されるのかどうかを示す、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記ビットのうちの前記少なくとも１つが、前記複数の精密タイミング測定メッセージ
のうちの最初の精密タイミング測定メッセージの送信のための時間オフセットを指定する
前記少なくとも１つのフィールド中の値が有効であるまたは容認されるのかどうかを示す
ビットを備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記精密タイミング測定要求フレームが、フィールド、少なくとも「長さ」フィールド
に続くフィールド１つまたは複数のフィールドを除外するために、前記第２のワイヤレス
トランシーバデバイスにおける前記精密タイミング測定要求メッセージの切り捨てを可能
にする前記「長さ」フィールドをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記精密タイミング測定要求が、複数の精密タイミング測定メッセージのバースト中で
の連続する精密タイミング測定メッセージの送信間の最小持続時間を指定する「Ｍｉｎ＿
ｄｅｌｔａ」フィールドをさらに備える、ここにおいて、前記Ｍｉｎ＿ｄｅｌｔａフィー
ルドと前記オフセットを指定する前記少なくとも１つのフィールドとが、「長さ」フィー
ルドの直後にくる、ここにおいて、前記長さフィールドは、前記Ｍｉｎ＿ｄｅｌｔａフィ
ールドと前記オフセットを指定する前記少なくとも１つのフィールドとに続くフィールド
を除外するために、前記精密タイミング測定要求メッセージの切り捨てを可能にする、Ｃ
６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記精密タイミング測定要求
メッセージに応答した送信のために要求される精密タイミング測定値をブロードキャスト
すべきデータレートを指定する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記精密タイミング測定要求メッセージは、前記第１のワイヤレストランシーバデバイ
スがオフチャネルまたはスリープに移行することが許可され得る持続時間を指定する少な
くとも１つのフィールドをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、精密タイミング測定メッセー
ジの前記バースト中での送信のための精密タイミング測定メッセージの要求数を指定する
、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記精密タイミング測定要求
メッセージに応答した前記第２のワイヤレストランシーバデバイスからの送信のために要
求される精密タイミング測定メッセージの連続バースト数を指定する、Ｃ１に記載の方法
。
［Ｃ１２］
　前記精密タイミング測定要求フレームが、複数のビットを定義するトリガフィールドを
さらに備える、前記ビットのうちの少なくとも１つが、前記精密タイミング測定要求フレ
ームの少なくとも１つの他のフィールド中の値が有効であるまたは容認されるのかどうか
を示す、ここにおいて、前記ビットのうちの前記少なくとも１つが、精密タイミング測定
メッセージのバースト中での送信のための精密タイミング測定メッセージの数を指定する
フィールド中の値が有効であるまたは容認されるのかどうかを示すビットを備える、Ｃ１
に記載の方法。
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［Ｃ１３］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記精密タイミング測定要求
メッセージに応答した前記第２のワイヤレストランシーバからの送信のための精密タイミ
ング測定メッセージの連続バーストの最初の精密タイミング測定メッセージ間の要求時間
期間を指定する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記精密タイミング測定要求
メッセージに応答して前記第２のワイヤレストランシーバデバイスから送信されるべき精
密タイミング測定メッセージの連続バースト数を指定する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記精密タイミング測定要求フレームが、複数のビットを定義するトリガフィールドを
さらに備える、前記ビットのうちの少なくとも１つが、前記精密タイミング測定要求フレ
ームの少なくとも１つの他のフィールド中の値が有効であるまたは容認されるのかどうか
を示す、ここにおいて、前記ビットのうちの前記少なくとも１つが、前記要求時間期間を
指定する前記フィールド中の値が有効であるまたは容認されるのかどうかを示すビットを
備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記第１のワイヤレストラン
シーバデバイスにおける前記精密タイミング測定要求メッセージの送信と前記第１のワイ
ヤレストランシーバデバイスにおける精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フレー
ムの受信との間の最大時間を指定する、前記精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答
フレームが、前記精密タイミング測定要求メッセージの受信に応答して前記第２のワイヤ
レストランシーバデバイスによって送信されることが予想される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記精密タイミング測定要求フレームが、複数のビットを定義するトリガフィールドを
さらに備える、前記ビットのうちの少なくとも１つが、前記精密タイミング測定要求フレ
ームの少なくとも１つの他のフィールド中の値が有効であるまたは容認されるのかどうか
を示す、ここにおいて、前記ビットのうちの前記少なくとも１つが、前記精密タイミング
測定要求メッセージの送信と前記精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フレームの
受信との間の最大時間を指定する前記少なくとも１つのフィールド中の値が有効であるま
たは容認されるのかどうかを示すビットを備える、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記精密タイミング測定要求
メッセージに応答して前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによって送信されるべ
き精密タイミング測定メッセージのバースト数を指定する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記精密タイミング測定要求メッセージが、前記第１のワイヤレストランシーバデバイ
スにおいて以前に計算されたラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）または距離を指定する少な
くとも１つのフィールドをさらに備える、前記ＲＴＴまたは距離が、前記第１のワイヤレ
ストランシーバデバイスと前記第２のワイヤレストランシーバデバイスとの間でのメッセ
ージの以前の交換に、少なくとも部分的に、基づいて計算される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、複数の精密タイミング測定メ
ッセージのバースト中での連続する精密タイミング測定メッセージの送信間の最小持続時
間を指定する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記精密タイミング測定要求フレームが、複数のビットを定義するトリガフィールドを
さらに備える、前記ビットのうちの少なくとも１つが、前記精密タイミング測定要求フレ
ームの少なくとも１つの他のフィールド中の値が有効であるまたは容認されるのかどうか
を示す、ここにおいて、前記ビットのうちの前記少なくとも１つが、複数の精密タイミン
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グ測定メッセージのバースト中での連続する精密タイミング測定メッセージの送信間の前
記最小持続時間を指定する前記少なくとも１つのフィールド中の値が有効であるまたは容
認されるのかどうかを示すビットを備える、Ｃ１９に記載の方法。
［Ｃ２２］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記第２のワイヤレストラン
シーバデバイスから受信された精密タイミング測定メッセージに基づいてタイムスタンプ
またはタイムスタンプから導出された精密タイミング測定値を共有する前記第１のワイヤ
レストランシーバデバイスの意思を示す、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ２３］
　前記精密タイミング測定要求メッセージの受信に応答して前記第２のワイヤレストラン
シーバデバイスによって送信された精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答メッセー
ジを受信すること、前記精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答メッセージが、前記
第２のワイヤレストランシーバデバイスのロケーションにおいて測定された気圧を示す少
なくとも１つのフィールドを備える、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ２４］
　前記精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答メッセージ中の前記少なくとも１つの
フィールドが、圧力分解能部分を指定する所定の数のビットと、圧力部分を指定する所定
の数のビットと、整数部分を指定する所定の数のビットとを備える、Ｃ２３に記載の方法
。
［Ｃ２５］
　前記第２のワイヤレストランシーバデバイスにおける前記精密タイミング測定要求メッ
セージの到着時間を指定する第１のフィールドと、前記第２のワイヤレストランシーバデ
バイスからの精密タイミング測定メッセージの出発時間を指定する第２のフィールドとを
少なくとも備える、前記精密タイミング測定要求メッセージの受信に応答して前記第２の
ワイヤレストランシーバデバイスによって送信された前記精密タイミング測定メッセージ
を受信すること、
　ここにおいて、前記第１のフィールドと前記第２のフィールドとの中に指定された値が
固定ビット長値として表される、
　ここにおいて、前記精密タイミング測定メッセージが、前記第１のフィールドまたは前
記第２のフィールドのいずれかの中に指定された値が、以前に送信された精密タイミング
測定メッセージ中の対応する値と不連続であることを示す少なくとも１つのフィールドを
さらに備える、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ２６］
　前記第１のフィールドと前記第２のフィールドとの中の前記値が、固定ビットカウンタ
に従って決定される、ここにおいて、前記カウンタが最大値を超えており、最小値におい
てカウントを開始する場合、前記第１のフィールドまたは前記第２のフィールドの中に指
定された値は不連続であるものとして示される、Ｃ２５に記載の方法。
［Ｃ２７］
　第１のワイヤレストランシーバデバイスであって、
　ワイヤレス通信ネットワークにメッセージを送信し、前記ワイヤレス通信ネットワーク
からメッセージを受信するためのトランシーバと、
　第２のワイヤレストランシーバデバイスに前記トランシーバを通して精密タイミング測
定要求メッセージの送信を開始すること、前記精密タイミング測定要求メッセージが、前
記第２のワイヤレストランシーバデバイスにおける前記精密タイミング測定要求メッセー
ジの受信に応答した前記第２のワイヤレストランシーバからの送信のために要求される精
密タイミング測定メッセージのバースト中での複数の精密タイミング測定メッセージの送
信のための１つまたは複数の態様を指定する少なくとも１つのフィールドを備える、を行
うための１つまたは複数のプロセッサと
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　を備える第１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ２８］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記複数の精密タイミング測
定メッセージの最初の精密タイミング測定メッセージの送信のための時間オフセットを指
定する、Ｃ２７に記載の第１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ２９］
　前記精密タイミング測定要求メッセージが、複数のビットを定義するトリガフィールド
をさらに備える、前記ビットのうちの少なくとも１つが、前記トリガフィールド以外の少
なくとも１つのフィールド中の値が有効であるまたは容認されるのかどうかを示す、Ｃ２
７に記載の第１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ３０］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記精密タイミング測定要求
メッセージに応答した送信のために要求される精密タイミング測定値をブロードキャスト
すべきデータレートを指定する、Ｃ２７に記載の第１のワイヤレストランシーバデバイス
。
［Ｃ３１］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、精密タイミング測定メッセー
ジの前記バースト中での送信のための精密タイミング測定メッセージの要求数を指定する
、Ｃ２７に記載の第１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ３２］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記精密タイミング測定要求
メッセージに応答した前記第２のワイヤレストランシーバデバイスからの送信のために要
求される精密タイミング測定メッセージの連続バースト数を指定する、Ｃ２７に記載の第
１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ３３］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記精密タイミング測定要求
メッセージに応答した前記第２のワイヤレストランシーバからの送信のための精密タイミ
ング測定メッセージの連続バーストの最初の精密タイミング測定メッセージ間の要求時間
期間を指定する、Ｃ２７に記載の第１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ３４］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記第１のワイヤレストラン
シーバデバイスにおける前記精密タイミング測定要求メッセージの送信と前記第１のワイ
ヤレストランシーバデバイスにおける精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フレー
ムの受信との間の最大時間を指定する、前記精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答
フレームが、前記精密タイミング測定要求メッセージの受信に応答して前記第２のワイヤ
レストランシーバデバイスによって送信されることが予想される、Ｃ２７に記載の第１の
ワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ３５］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記精密タイミング測定要求
メッセージに応答した前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによる送信のために要
求される精密タイミング測定メッセージのバースト数を指定する、Ｃ２７に記載の第１の
ワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ３６］
　前記精密タイミング測定要求メッセージが、前記第１のワイヤレストランシーバデバイ
スにおいて以前に計算されたラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）または距離を指定する少な
くとも１つのフィールドをさらに備える、前記ＲＴＴまたは距離が、前記第１のワイヤレ
ストランシーバデバイスと前記第２のワイヤレストランシーバデバイスとの間でのメッセ
ージの以前の交換に、少なくとも部分的に、基づいて計算される、Ｃ２７に記載の第１の
ワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ３７］
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　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、複数の精密タイミング測定メ
ッセージのバースト中での連続する精密タイミング測定メッセージの送信間の最小持続時
間を指定する、Ｃ２７に記載の第１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ３８］
　物品であって、
　第２のワイヤレストランシーバデバイスに精密タイミング測定要求メッセージの送信を
開始すること、前記精密タイミング測定要求メッセージが、前記第２のワイヤレストラン
シーバデバイスにおける前記精密タイミング測定要求メッセージの受信に応答した前記第
２のワイヤレストランシーバからの送信のために要求される精密タイミング測定メッセー
ジのバースト中での複数の精密タイミング測定メッセージの送信のための１つまたは複数
の態様を指定する少なくとも１つのフィールドを備える、
　を行うために第１のワイヤレストランシーバデバイスの専用コンピューティング装置に
よって実行可能である、記憶された機械可読命令を備える非一時的記憶媒体
　を備える、物品。
［Ｃ３９］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記複数の精密タイミング測
定メッセージの最初の精密タイミング測定メッセージの送信のための時間オフセットを指
定する、Ｃ３８に記載の物品。
［Ｃ４０］
　前記精密タイミング測定要求メッセージが、複数のビットを定義するトリガフィールド
をさらに備える、前記ビットのうちの少なくとも１つが、前記トリガフィールド以外の少
なくとも１つのフィールド中の値が有効であるまたは容認されるのかどうかを示す、Ｃ３
８に記載の物品。
［Ｃ４１］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記精密タイミング測定要求
メッセージに応答した送信のために要求される精密タイミング測定値をブロードキャスト
すべきデータレートを指定する、Ｃ３８に記載の物品。
［Ｃ４２］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、精密タイミング測定メッセー
ジの前記バースト中での送信のための精密タイミング測定メッセージの要求数を指定する
、Ｃ３８に記載の物品。
［Ｃ４３］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記精密タイミング測定要求
メッセージに応答した前記第２のワイヤレストランシーバデバイスからの送信のために要
求される精密タイミング測定メッセージの連続バースト数を指定する、Ｃ３８に記載の物
品。
［Ｃ４４］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記精密タイミング測定要求
メッセージに応答した前記第２のワイヤレストランシーバからの送信のための精密タイミ
ング測定メッセージの連続バーストの最初の精密タイミング測定メッセージ間の要求時間
期間を指定する、Ｃ３８に記載の物品。
［Ｃ４５］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記第１のワイヤレストラン
シーバデバイスにおける前記精密タイミング測定要求メッセージの送信と前記第１のワイ
ヤレストランシーバデバイスにおける精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答フレー
ムの受信との間の最大時間を指定する、前記精密タイミング測定要求メッセージ肯定応答
フレームが、前記精密タイミング測定要求メッセージの受信に応答して前記第２のワイヤ
レストランシーバデバイスによって送信されることが予想される、Ｃ３８に記載の物品。
［Ｃ４６］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記精密タイミング測定要求
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メッセージに応答して前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによって送信されるべ
き精密タイミング測定メッセージのバースト数を指定する、Ｃ３８に記載の物品。
［Ｃ４７］
　前記精密タイミング測定要求メッセージが、前記第１のワイヤレストランシーバデバイ
スにおいて以前に計算されたラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）または距離を指定する少な
くとも１つのフィールドをさらに備える、前記ＲＴＴまたは距離が、前記第１のワイヤレ
ストランシーバデバイスと前記第２のワイヤレストランシーバデバイスとの間でのメッセ
ージの以前の交換に、少なくとも部分的に、基づいて計算される、Ｃ３８に記載の物品。
［Ｃ４８］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、複数の精密タイミング測定メ
ッセージのバースト中での連続する精密タイミング測定メッセージの送信間の最小持続時
間を指定する、Ｃ３８に記載の物品。
［Ｃ４９］
　第１のワイヤレストランシーバデバイスであって、
　第２のワイヤレストランシーバデバイスに精密タイミング測定要求メッセージを送信す
るための手段と、前記精密タイミング測定要求メッセージが、前記第２のワイヤレストラ
ンシーバデバイスにおける前記精密タイミング測定要求メッセージの受信に応答した前記
第２のワイヤレストランシーバからの送信のために要求される精密タイミング測定メッセ
ージのバースト中での複数の精密タイミング測定メッセージの送信のための１つまたは複
数の態様を指定する少なくとも１つのフィールドを備える、
　前記第２のトランシーバデバイスから、前記少なくとも１つのフィールドに、少なくと
も部分的に、基づいて送信される１つまたは複数の精密タイミング測定要求フレームを受
信するための手段と
　を備える第１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ５０］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記複数の精密タイミング測
定メッセージの最初の精密タイミング測定メッセージの送信のための時間オフセットを指
定する、Ｃ４９に記載の第１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ５１］
　前記精密タイミング測定要求メッセージが、複数のビットを定義するトリガフィールド
をさらに備える、前記ビットのうちの少なくとも１つが、前記トリガフィールド以外の少
なくとも１つのフィールド中の値が有効であるまたは容認されるのかどうかを示す、Ｃ４
９に記載の第１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ５２］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、精密タイミング測定メッセー
ジの前記バースト中での送信のための精密タイミング測定メッセージの要求数を指定する
、Ｃ４９に記載の第１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ５３］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記精密タイミング測定要求
メッセージに応答した前記第２のワイヤレストランシーバからの送信のための精密タイミ
ング測定メッセージの連続バーストの最初の精密タイミング測定メッセージ間の要求時間
期間を指定する、Ｃ４９に記載の第１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ５４］
　前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドが、前記精密タイミング測定要求
メッセージに応答した前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによる送信のために要
求される精密タイミング測定メッセージのバースト数を指定する、Ｃ４９に記載の第１の
ワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ５５］
　第１のワイヤレストランシーバデバイスにおいて、
　第２のワイヤレストランシーバデバイスから精密タイミング測定要求メッセージを受信
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することと、前記精密タイミング測定要求メッセージが、送信のために要求される精密タ
イミング測定メッセージのバースト中での複数の精密タイミング測定メッセージの送信の
ための１つまたは複数の態様を指定する少なくとも１つのフィールドを備える、
　前記精密タイミング測定要求メッセージの受信に応答して、前記少なくとも１つのフィ
ールドに、少なくとも部分的に、基づいて前記第２のワイヤレストランシーバデバイスに
精密タイミング測定メッセージの１つまたは複数のバーストを送信することと
　を備える方法。
［Ｃ５６］
　精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストを送信することが、前
記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドに、少なくとも部分的に、基づいてあ
る時間オフセットで前記複数の精密タイミング測定メッセージのうちの最初の精密タイミ
ング測定メッセージを送信することをさらに備える、Ｃ５５に記載の方法。
［Ｃ５７］
　精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストを送信することが、前
記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドに、少なくとも部分的に、基づいてあ
るデータレートで精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストをブロ
ードキャストすることをさらに備える、Ｃ５５に記載の方法。
［Ｃ５８］
　精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストを送信することが、前
記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドに、少なくとも部分的に、基づいて前
記バースト中での送信のための精密タイミング測定メッセージの数を送信することをさら
に備える、Ｃ５５に記載の方法。
［Ｃ５９］
　精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストを送信することが、前
記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドに、少なくとも部分的に、基づいて精
密タイミング測定メッセージの連続バースト数を送信することをさらに備える、Ｃ５５に
記載の方法。
［Ｃ６０］
　精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストを送信することが、前
記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドに、少なくとも部分的に、基づいて連
続するバーストの最初の精密タイミング測定メッセージ間の時間期間を維持しながら精密
タイミング測定メッセージの連続バーストを送信することをさらに備える、Ｃ５５に記載
の方法。
［Ｃ６１］
　精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストを送信することが、前
記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドに、少なくとも部分的に、基づいて精
密タイミング測定メッセージのバースト数を送信することをさらに備える、Ｃ５５に記載
の方法。
［Ｃ６２］
　精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストを送信することが、前
記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドに、少なくとも部分的に、基づいて前
記バースト中での連続する精密タイミング測定メッセージの送信間の最小持続時間を維持
することをさらに備える、Ｃ５５に記載の方法。
［Ｃ６３］
　第１のワイヤレストランシーバデバイスであって、
　ワイヤレス通信ネットワークにメッセージを送信し、前記ワイヤレス通信ネットワーク
からメッセージを受信するためのトランシーバと、
　第２のワイヤレストランシーバデバイスから前記トランシーバにおいて受信された精密
タイミング測定要求メッセージを取得することと、前記精密タイミング測定要求メッセー
ジが、送信のために要求される精密タイミング測定メッセージのバースト中での複数の精
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密タイミング測定メッセージの送信のための１つまたは複数の態様を指定する少なくとも
１つのフィールドを備える、
　前記精密タイミング測定要求メッセージの受信に応答して、前記少なくとも１つのフィ
ールドに、少なくとも部分的に、基づいて前記第２のワイヤレストランシーバデバイスに
前記トランシーバを通して精密タイミング測定メッセージの１つまたは複数のバーストの
送信を開始することと
　を行うための１つまたは複数のプロセッサと
　を備える第１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ６４］
　精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストは、前記複数の精密タ
イミング測定メッセージのうちの最初の精密タイミング測定メッセージが前記少なくとも
１つのフィールドのうちのフィールドに、少なくとも部分的に基づいてある時間オフセッ
トで送信されるように送信される、Ｃ６６に記載の第１のワイヤレストランシーバデバイ
ス。
［Ｃ６５］
　前記１つまたは複数のプロセッサが、前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィー
ルドに、少なくとも部分的に、基づいてあるデータレートで前記トランシーバを通して精
密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストのブロードキャストを開始
することをさらに行う、Ｃ６６に記載の第１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ６６］
　精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストは、精密タイミング測
定メッセージの数が前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドに、少なくとも
部分的に、基づいて前記バースト中で送信されるように送信される、Ｃ６６に記載の第１
のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ６７］
　精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストは、連続バースト数が
前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドに、少なくとも部分的に、基づいて
送信されるように送信される、Ｃ６６に記載の第１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ６８］
　精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストは、連続バーストの最
初の精密タイミング測定メッセージ間の時間期間が前記少なくとも１つのフィールドのう
ちのフィールドに、少なくとも部分的に、基づいて維持されるように送信される、Ｃ６６
に記載の第１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ６９］
　精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストは、精密タイミング測
定メッセージのバースト数が前記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドに、少
なくとも部分的に、基づいて送信されるように送信される、Ｃ６６に記載の第１のワイヤ
レストランシーバデバイス。
［Ｃ７０］
　精密タイミング測定メッセージの前記１つまたは複数のバーストは、最小持続時間が前
記少なくとも１つのフィールドのうちのフィールドに、少なくとも部分的に、基づいて前
記バースト中での連続する精密タイミング測定メッセージの送信間で維持されるように送
信される、Ｃ６６に記載の第１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ７１］
　物品であって、
　第２のワイヤレストランシーバデバイスから前記第１のワイヤレストランシーバデバイ
スにおいて受信された精密タイミング測定要求メッセージを取得することと、前記精密タ
イミング測定要求メッセージが、送信のために要求される精密タイミング測定メッセージ
のバースト中での複数の精密タイミング測定メッセージの送信のための１つまたは複数の
態様を指定する少なくとも１つのフィールドを備える、
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　前記精密タイミング測定要求メッセージの受信に応答して、前記少なくとも１つのフィ
ールドに、少なくとも部分的に、基づいて前記第２のワイヤレストランシーバデバイスに
精密タイミング測定メッセージの１つまたは複数のバーストの送信を開始することと
　を行うために前記第１のワイヤレストランシーバデバイスの専用コンピューティング装
置によって実行可能である、記憶された機械可読命令を備える非一時的記憶媒体
　を備える、物品。
［Ｃ７２］
　第１のワイヤレストランシーバデバイスであって、
　第２のワイヤレストランシーバデバイスから精密タイミング測定要求メッセージを受信
するための手段と、前記精密タイミング測定要求メッセージが、送信のために要求される
精密タイミング測定メッセージのバースト中での複数の精密タイミング測定メッセージの
送信のための１つまたは複数の態様を指定する少なくとも１つのフィールドを備える、
　前記少なくとも１つのフィールドに基づいて前記精密タイミング測定要求メッセージの
受信に応答して前記第２のワイヤレストランシーバデバイスに精密タイミング測定メッセ
ージの１つまたは複数のバーストを送信するための手段と
　を備える第１のワイヤレストランシーバデバイス。
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